
清
末
・
民
園
時
期
の
蘇
州
に
お
け
る
納
租
情
況

|
|
租
桟
簿
加
の
統
計
的
分
析
|
|

夏

井

春

喜
(
1〉

中
園
近
代
の
江
南
、
と
く
に
蘇
州
に
お
け
る
地
主
l
佃
戸
闘
係
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
明
末
・
清
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初
以
降
、
地
主
の
城
居
佑
H

寄
生
化
の
準
展
と
商
品
生
産
の
展
開
と
に
よ
っ
て
、
佃
戸
の
自
立
化
が
進
み
、

日
常
的
抗
租
が
行
わ
れ
た
。
一
八
五
三
年
の
太
卒
天
園
の
天
京
糞
都
、
一
八
六

O
年
の
江
南
準
出
に
よ
っ
て
、
蘇
州
で
の
抗
租
運
動
は
大
き
く

高
揚
し
、
太
卒
天
園
占
領
下
に
一
定
の
低
田
租
を
貫
現
し
た
。
太
卒
天
圏
鎮
座
後
、
蘇
州
の
郷
紳
は
こ
う
し
た
佃
戸
の
抗
租
に
劃
庭
す
る
た

め
、
少
額
と
は
い
え
滅
租
を
行
っ
て
佃
戸
に
射
し
て
あ
る
程
度
譲
歩
す
る
と
と
も
に
、
租
桟
を
康
範
に
設
置
し
、
さ
ら
に
牧
租
局
・
追
租
局
等

の
遁
租
機
闘
を
設
け
、
官
権
力
に
よ
っ
て
強
制
的
に
田
租
を
牧
奪
す
る
強
力
な
牧
租
睦
制
を
作
り
上
げ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
佃
戸

の
抗
租
を
押
え
込
む
こ
と
は
で
き
ず
、
地
主
|
佃
戸
開
係
は
ま
す
ま
す
尖
鋭
と
な
っ
て
い
っ
た
。
辛
亥
革
命
時
期
抗
租
は
再
び
大
き
く
高
揚

し
、
革
命
の
一
翼
を
措
い
、
そ
の
後
佃
戸
の
蓮
動
は
土
地
改
革
に
至
る
近
代
的
農
民
運
動
に
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
太
卒
天
園
後
の
永
佃
制
の
護
展
・
擦
大
に
み
ら
れ
る
佃
戸
の
力
が
、
一
部
の
地
主
・
官
僚
・
一
商
一
人
を
し
て
土
地
か
ら
近
代
的
工
業
へ
の

(
2〉

投
資
に
向
わ
せ
た
と
す
る
研
究
も
現
わ
れ
て
い
る
。

「
図
面
擢
」
に
依
接
し
た
佃
戸
の
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ハ
3
)

本
小
論
は
、
日
本
に
牧
由
概
さ
れ
て
い
る
租
桟
の
簿
加
を
統
計
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
清
末
・
民
園
時
期
の
田
租
額
と
納
租
情
況
の



58 

質
態
を
解
明
し
、
前
述
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
近
代
江
南
の
地
主
l
佃
戸
関
係
に
一
定
の
肉
附
け
と
再
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ

る。
清
末
の
蘇
州
の
田
租
が
苛
重
で
、
あ
る
場
合
に
は
佃
戸
の
必
要
献
労
働
分
ま
で
食
い
込
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
陶
照
の
『
租
麗
』
に
詳
し

(

4

)

 

く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
書
籍

・
雑
誌

・
新
聞
等
の
文
献
史
料
で
も
蘇
州
の
重
租
を
述
べ
る
も
の
は
少
な
く
な
い
。
そ
れ
で
は
清
末
・

民
園
時
期
の
蘇
州
の
貫
際
の
田
租
額
は
ど
の
く
ら
い
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
ず
件
数
が
二
百
件
以
上
の
一

O
租
桟
の
簿
加
に
載
っ
て
い
る
租
米
額

の
一
畝
嘗
り
の
額
の
分
布
を
表
一
に
示
し
て
み
る
。
こ
の
表
か
ら
次
の
貼
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

第

一
は
、
沈
恒
盟
桟
と
沼
氏
義
荘
(
同
治
四
年
l
一
八
六
五
年
〉
の
簿
加
の
分
布
と
他
の
租
桟
の
簿
舶
の
分
布
の
聞
に
大
き
な
段
差
が
み
ら
れ

る
が
、
沼
氏
義
荘
(
同
治
五
年
〉
か
ら
徐
永
安
桟
ま
で
の
聞
に
は
強
い
類
似
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
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同
治
四
年
と
五
年
と
の
聞
の
段
差

は
、
前
年
の
漕
糧
の
約
三
分
の

一
を
諮
除
す
る
と
い
う
減
賦
を
受
け
て
行
わ
れ
た
同
治
減
租
の
結
果
で
あ
る
。
筆
者
は
先
に

K
J
M
の
租
加
の

分
析
か
ら
、
こ
の
時
の
減
租
の
算
定
方
式
が

一
畝
賞
り
の
租
米
額
が

一
石
以
内
の
場
合
は

0
・
九
八
掛
け

一
石
以
上
の
場
合
は
一
石
を

0
・
九
八
掛
け
し
、
そ
れ
以
外
の
端
数
を

0
・
五
掛
け
し
て
加
え
る
と
い
う
光
緒
『
呉
江
牒
績
志
』
、

(

5

)

 

と
一
致
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
沼
氏
義
荘
の
簿
加
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
減
租
前
後
の
租
米
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
九
mm、

光
緒
『
昆
新
雨
照
績
修
合
志
』

の
記
述
/¥ 
七

四
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
減
租
が
前
述
の
算
定
方
式
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
が
八
五
六
件
、
九
八
%
を
占
め
、
合
致
し
な
い
も
の
は
僅
か
に
一

八
件
に
過
ぎ
な
い
。
沼
氏
義
荘
で
は
こ
の
減
租
の
結
果
租
米
額
の
約
五
%
が
諮
除
さ
れ
た
。
同
治
五
年
の
減
租
以
降
、
表
一
で
分
か
る
如
く
、

一
九
三

0
年
代
、
恐
ら
く
土
地
改
革
ま
で
、
簿
加
上
の
租
米
額
は
全
く
饗
化
し
て
い
な
い
。

一
九
二
七
年
末
に
公
布
さ
れ
、
郵
の
漸
江
省
で
は

一
部
質
施
さ
れ
た
園
民
議
の
「
二
五
減
租
」
の
影
響
は
蘇
州
の
租
桟
の
簿
加
上
に
は
全
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(

6

)

 

「
私
租
、
寛
に
一
石
五
斗
の
額
有
り
」
、

第
二
は
、

「
呉
(
鰐
〉
の
徐
荘

・
塘
橋
、

多
く
一
石

元
(
和
)
の
車
坊
・
舟
直
等
昆
の
如
き
は
、



(

7

)

 

五
、
六
斗
の
額
有
り
」
と
い
う
一
畝
嘗
り
の
租
米
額
が
一
石
五
斗
に
も
及
ぶ
「
重
租
」
は
、
同
治
減
租
前
の
蘇
州
に
あ
っ
て
も
例
外
的
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
治
減
租
前
の
租
米
額
が
記
さ
れ
て
い
る
五
租
桟

(
A
、
H
、
K
、
L
、
M
〉
の
簿
加
一
四
四
O
件

中、

一
一
畝
嘗
り
の
租
米
額
が
一
石
五
斗
を
越
え
る
の
は
沼
氏
義
荘
の
二
件
三
・
七
五
O
石
、

了
五
O
O
石
)
に
過
ぎ
な
い
。
減
租
後
の
租
米
か

ら
み
て
も
、
減
租
後
一
・
二
O
O
石
以
上
、
単
純
計
算
し
て
減
租
前
一
・
四
四
O
石
以
上
の
も
の
は
、
租
桟
に
よ
っ
て
多
少
の
ば
ら
つ
き
が
あ

(

8

)

 

る
が
、
合
計
六
三
三
八
件
中
一
五
七
件
、
二
・
五
%
程
度
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。

一
石
五
、
六
斗
と
い
う
「
重
租
」
は
存
在
し
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
が
、
蘇
州
に
お
い
て
も
例
外
的
な
も
の
で
、

一
般
に
は
一
石
か
ら
一
石
二
斗
五
升
ま
で
の
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
(
前
述
の
五

租
桟
金
慢
で
約
七
八
%
を
占
め
る
)
。

第
三
は
、
減
租
前
も
そ
う
で
あ
る
が
、
と
く
に
減
租
後
、
一
畝
嘗
り
の
租
米
額
が
一
定
の
幅
に
集
中
し
、
田
租
が
卒
均
佑
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
滅
租
後
の
各
租
桟
の
一
一
畝
嘗
り
の
卒
均
租
米
額
と
一
石
J
一
石
一
斗
及
び
九
斗
五
升
J
一
石
一
斗
五
升
の
聞
に
含
ま
れ
る
割
合
を
示
す
と

次
の
よ
う
に
な
る
。
氾
氏
義
荘
|
|
0
・
九
五
九
石
、
三
九
・
O
%
、

四
・
O
%
、
貝
氏
租
桟
|
1
7
0
二
二
石
、
六
一
・
五
%
、
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臭
胎
経
桟
ー
ー
ー
一
・
O
四
一
石

八
七
・
七
%
、
費
恭
寄
桟
|
|
一
・
O
七
五
石
、

五
五
・
二
%
、

八

七
八
・
七
%
、

五
六
・
二
%
、

八
五
・
九

%
、
王
責
敬
桟

l
l
一
・
O
五
七
石
、
四
八
・
一
%
、
八
二
・
一
%
、
彰
味
-
初
桟
|
|
一
・
O
四
O
石
、
四
七
・
八
%
、
七
九
・
三
%
、
潜
豊

和
桟
|
|
一
・
O
三
八
石
、
四
八
・
八
%
、
八
四
・
二
%
、
越
守
成
桟
|
|
一
・
O
五
六
石
、
四
三
・
八
%
、
七
八
・
O
%
、
徐
永
安
横
l
l
t

一
・
O
三
O
石
、
六
八
・
O
%
、
九
三
・
一
%
。
卒
均
額
を
み
る
と
沼
氏
義
荘
だ
け
が
0
・

九
五
九
石
と
低
い
が
、
他
の
八
租
桟
は
大
韓
一
・

O
二
O
石
か
ら
一
・
O
七
五
石
の
聞
に
あ
る
。
こ
れ
は
八
租
桟
の
が
大
韓
一
石
五
升
前
後
を
頂
貼
と
し
た
正
規
分
布
を
示
し
て
い
る
の
に
針
し

て
、
沼
氏
義
荘
の
場
合
は
頂
貼
が
一
石
弱
の
所
に
あ
り
、
0
・
九
五
O
石
J
一
・
0
0
0
石
に
三
八
・
四
%
、
0
・
九
五
O
石
以
下
が
二
一
・

一
%
(J
そ
の
う
ち
0
・
八
O
O
石
以
下
が
三
一
・
六
%
)
と
低
い
方
に
ズ
レ
た
分
布
を
と
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
石
J
一
石
一
斗
、
九
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一
石
J
一
石
一
斗
に
四
O
J
六
O
%
、
九
斗

一
畝
嘗
り
一
石
か
ら
一
石
一

斗
五
升
J
一
石
一
斗
五
升
の
割
合
を
み
る
と
、
九
租
桟
と
も
ほ
ぼ
同
様
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。

五
升
J
一
石
一
斗
五
升
の
二
斗
の
幅
の
中
に
八
、
九
O
%
が
入
っ
て
い
る
。
同
治
減
租
後
の
蘇
州
の
租
米
額
は
、
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(宣貝統氏租元桟年)I(費宣統恭誇元桟年)I(王民資園敬5牛桟)I(民彰闘味初8年桟bl(溶民盟闘和10桟牛)I(越民守園成20桟年)I(徐民永園安20桟年〉
8( 1. 7)! 7( 1. 7) 24( 2.5) 8( O. 7) 

7( 1. 5) 7( 0.7) 5( 0.5) 

18( 3.9) 2( 0.6) 5( 1. 2) 16( 1. 6) 3( 1. 4) 12( 3.0) 15( 1. 4) 

2( 0.6) 12( 3.0) 22( 2.2) 5( 2.3) 5( 1. 2) 23( 2.2) 

79(17.0) 28( 8.9) 66(16.4) 131(13.4) 38(17.7) 39( 9.7) 167(15.6) 

167(35.9) 73(23.3) 71(17.6) 229(23.4) 58(27.0) 78(19.3) 426(39.9) 

119(25.6)1 103(32.9) 123(30.5) 238(24.3) 47(21. 9) 99(24.5) 301(28.2) 

43( 9.2)! 65(20.8) 71(17.6) 178(18.2) 38(17.7) 99(24.5) 101( 9.4) 

32( 7.9) 95( 9.7) 11( 5.1) 40( 9.9) 20( 1. 9) 7( 1. 5): 28( 8.9) 

11( 3.5) 16( 4.0) 37( 3.8) 7( 3.3) 23( 5.7)1 2( 0.2) 

2( 0.4) 1( 0.3) 1( 0.5) 1( O. .2)1 1 ( 0.1) 

1( 0.1) 

465 313 403 978 215 404 1069 

斗
の
聞
に
約
半
数
、
九
斗
五
升
か
ら

一
石
一

斗
五
升
の

聞
に
は
八
割
以
上
が
集
中
す
る
分
布
と
な
っ
て
お
り
、

個
別
に
租
米
額
を
比
較
す
れ
ば
六
斗
か
ら
一
石
二
斗
以

上
と
二
倍
を
超
え
る
聞
き
が
あ
る
が
、
全
瞳
的
に
み
た

場
合
、
租
米
額
の
格
差
は
さ
ほ
ど
大
き
い
も
の
と
い
え

臆する).彰味初桟は 「催甲加J.徐永安援は 「催須朋」を用いた。

ず
、
か
な
り
卒
均
化
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
徐
永
安
桟
コ
帽
・
蘭

・
恵
・
初
租
加
」
の
中

に
「
武
拾
犀
年
起
、
遺
照
照
政
府
怖
告
、
一
律
改
用
市

倒
、
租
額
毎
石
臆
升
六
升
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
民
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園
二
四
年
三
九
三
五
年
〉
に
蘇
州
の
租
米
を
量
る
析
が

園
民
政
府
の
命
令
で
市
餅
に
改
め
ら
れ
た
と
い
う
。
こ

れ
に
よ
る
と
そ
れ
ま
で
蘇
州
で
用
い
ら
れ
た
耕
は
、

石
H

一
・
O
六
O
市
石
日
一
・

O
六
リ
ッ
ト
ル
の
も
の

で
あ
る
。

表
一
に
あ
げ
た
租
米
額
は
、
簿
加
上
に
記
載
さ
れ
た

額
面
の
租
米
額
で
あ
る
。
鴻
桂
芽
ら
蘇
州
の
「
郡
紳
」

が
行
っ
た
同
治
減
租
を
減
租
の
買
の
仲
わ
な
い
欺
繭
的

な
も
の
と
批
判
し
、
濁
自
の
減
租
論
を
展
開
し
た
陶

(
9〉

向
山
は
、
そ
の
根
援
と
し
て
簿
船
上
の
租
米
額
が

虚
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一畝嘗りの租米額の分布

主主ト L竺I(醐)I居間〉1d年)I (轍〕
~ 0.800 66( 7.6) 110(12.6) 32( 2.0) 

0.800 ~ 0.850 2( 0.4) 63( 7.2) 29( 3.3) 20( 1. 2) 
0.850 ~ 0.900 . 1( 0.2) 17( 1. 9) 26( 3.0) 34( 2.1) 
0.900 ~ 0.950 9( 2.0) 16( 1. 8) 19( 2.2) 51( 3.2) 
0.950 ~ 1.000 12( 2.6) 22( 2.5) 336(38.4) 290(17.9) 
1.000 ~ 1.050 62(13.6) 324(37.1) 209(23.9) 433(26.8) 
1.050 ~ 1.100 49(10.7) 65( 7.4) 132(15.1) 460(28.4) 
1.100 ~ 1.150 115(25.2) 137(15.7) 11( 1. 3) 176(10.9) 
1.150 ~ 1.200 84(18.4) 67( 7.7) 70( 4.3) 
1.200 ~ 1.250 71(15.6) 78( 8.9) 1( 0.1) 51( 3.2) 
1.250 ~ 1.300 26( 5.7) 10( 1.1) 
1.300 ~ 1.350 19( 4.2) 7( 0.8) 
1.350 ~ 1.400 1( 0.2) 1( 0.1) 
1.400 ~ 1.450 4( 0.9) 

1.450 ~ 1.500 1( 0.2) 

1. 500 ~ 2( 0.2) 

ぷ口込. 計 456 874 874 1617 

く表ー〉

( )内は%。

貝氏租筏は租朋 1~6. 費恭言等浅は 「行崩J 1 ~4 (これは「駿銃使査」に封

(注)

額
」
で
あ
り
、
佃
戸
が
貫
際
に
納
入
す
る
「
貧
額
」
と

は
異
っ
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
「

一
歳
、
僅
か

に
秋
禾
の
一
熟
に
侍
る
の
み
。
秋
禾
、
畝
に
三
石
を
牧

む
る
に
過
ぎ
ず
。
少
な
き
は
、

一
石
有
能
に
止
ま
る
。

而
も
、
私
租
、
寛
に

一
石
五
斗
の
額
有
り
。
然
れ
ど
も
、

此
、
猶
、
虚
額
な
り
。
八
析
を
以
て
之
を
算
え
る
を
例

〈

ω〉

と
し
、
少
数
な
ら
ば
、
則
ち
、
再
び
減
ず
に

陶
照
の
外
に
も
蘇
州
の
田
租
に

「虚
額
」
と
「
賓

額
」
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
史
料
が
あ
る
。
大

幅
な
減
租
の
賓
施
を
鴻
桂
芽
に
進
言
し
た
王
嫡
愛
は
蘇

「向
来
租
額

- 61ー

州
の
田
租
を
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

は
定
(
額
〉
が
有
る
に
属
す
と
雄
も
、
然
れ
ど
も
遁
年

の
牧
租
は
額
に
及
ぶ
あ
た
う
こ
と
鮮
し
。
即
ち
上
年
の

各
業
の
牧
租
の
如
き
は
、
成
敷
(
納
租
す
べ
き
割
合
)
を

八
成
を
以
て
卒
と
な
す
。
賞
牧
の
租

量
減
し
、
七
成
、

米
は
多
き
者
は
五
、
六
成
に
過
ぎ
ず
、
少
な
き
者
は
積

か
に
三
、
四
成
に
及
ぶ
の
み
。
是
れ
所
謂
租
額
は
、
紙

上
の
虚
名
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
其
れ
此
の
虚
額
を
懸
け

る
よ
り
は
、
何
ぞ
明
滅
し
、
以
て
佃
農
を
鼓
舞
す
る
の
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(

日

〉

計
を
な
す
に
如
か
ん
」
。

蘇
州
の
南
郷
の
新
江
省
嘉
輿
に
も

「
虚
租
」
・
「
貫
租
」
、

も
し
く
は

「其
れ
田
を
賃
し

「
板
租
」
・
「
花
租
」
の
匡
別
が
あ
っ
た
と
い
う
。

以
て
こ
れ
を
佃
戸
に
耕
や
さ
し
む
。
向
時
人
向
お
謹
思
に
し
て
、
貫
租
を
除
く
の
外
は
(
回
板
立
券
に
照
す
者
を
虚
租
と
日
い
、
預
め
賓
米
数
を
議
折

(

ロ

)

し
、
水
皐
を
論
ぜ
ざ
る
者
を
寅
租
と
日
う
〉
、
畳
敷
を
硯
て
盈
縮
を
な
す
」、

「
嘉
興
の
租
に
は
板
租
と
花
租
の
匡
別
が
あ
り
、
板
租
な
ら
ば
豊
作
不

作
を
問
わ
ず
、
永
久
に
折
滅
し
な
い
。
花
租
な
ら
ば
凶
作
の
年
に
は
酌
滅
す
る
こ
と
を
許
す
。
花
租
の
租
額
は
通
常

一
般
の
標
準
に
較
べ
て
少

し
高
い
。
蓋
し
佃
戸
に
少
し
折
譲
す
る
蝕
地
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
板
租
は
こ
う
し
た
事
が
護
生
し
な
い
た
め
、
そ
の
租
額
は
花
租
の
額

(

日

〉

よ
り
少
し
低
く
、
契
約
の
末
尾
に
「
熟
荒
無
渉
」
の
四
字
を
載
せ
、
減
一議で
き
な
い
こ
と
を
竪
く
示
し
て
い
る
」
。

村
松
一脂
次
氏
は
、
果
江
豚
の
費
恭
害時
桟
「
租
籍
使
査
」
簿
加
の
分
析
の
結
果
、
「
便
査
上
の
計
散
を
、
質
際
に
追
算
し
て
見
る
と
、
こ
の
帳

簿
上
の
石
数
に
基
い
て
、
現
買
に
折
牧
小
作
料
額
が
算
定
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
全
く
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
飛
限
か
ら
三
限
ま
で
の
聞
に
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租
石
政
」
と
「
そ
れ
に
米
の
折
債
を
か
け
て
、
小
作
数
の
折
牧
額
が
算
出
さ
れ
る
」

小
作
料
を
支
梯
わ
ぬ
と
、
簿
上
租
石
量
の
全
額
を
支
携
わ
さ
れ
る
、
と
い
う
通
設
の
、
こ
の
場
合
事
責
に
合
わ
」
な
い
と
、
簿
加
上
の
「
名
目

〈

U
)

「
質
租
石
数
」
と
は
指
離
が
み
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

水
稲
大
熱
の
年
の
佃
農
が
交
納
す
べ
き
地
租
額
で
あ
り
」
、

(日む

か
ら
卒
年
は
、
そ
の
額
の
八

O
%が
代
表
値
で
あ
る
と
い
う
研
究
を
護
表
し
て
い
る
。
(

日

)

郷
接
す
る
無
錫

・
常
熟
で
も
租
米
額
の
八
折
、
九
折
で
納
入
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

最
近
、
鄭
志
章
氏
は

「
一
般
的
に
明
清
江
南
の
租
額
は

各
種
の
文
献
史
料

こ
の
よ
う
に
、
清
末

・
民
園
時
期
の
蘇
州
の
貫
際
の
田
租
額
が
簿
湖
上
の
も
の
と
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
史
料
、
研
究
は
少
な
く
な

ぃ
。
し
か
し
仔
細
に
み
る
と
、
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第

一
は
、
簿
加
上
の
租
米
額
と
貫
際
の
佃
戸
が
納
入
す
ベ

算
定
が
簿
働
上
の
租
米
額
を
基
に
し
て
い
る
が
、

き
租
米
額
と
全
く
封
謄
関
係
を
も
た
な
い
場
合
で
あ
る
。
果
、
江
豚
の
費
恭
書
桟
「
租
籍
便
査
」
が
こ
れ
に
嘗
る
。
第
二
は
、
買
際
の
租
米
額
の

預
め
何
掛
、
も
し
く
は
何
斗
引
と
い
う
減
菟
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。

「
質
租
」
・
「
板
租
」
の
よ
う
に
完
全
な
定
額
地
租
の
と
き
も
あ
る
。

こ
の
場
合
、

第
三
は
、
限
内
に
納
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
ず
る
割
引

(「限
譲
」
と
す

嘉
輿
の



る
)
や
災
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
減
兎
(
「
災
譲
」
と
す
る
〉
に
よ
っ
て
、
簿
加
上
の
租
米
額
と
佃
戸
の
納
入
す
べ
き
租
米
額
と
の
聞
に
差
が
生

じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
作
柄
が
良
く
、
三
限
ま
で
に
納
入
し
な
い
と
き
に
は
、
佃
戸
の
納
入
す
べ
き
額
は
簿
加
上
の
租
米
額
で
あ
る
。

鄭
志
章
氏
の
読
が
こ
れ
に
近
い
が
、
鄭
氏
の
場
合
豊
作
時
で
の
「
限
譲
」
を
考
慮
し
て
い
な
い
。
王
畑
獲
の
「
賞
牧
租
額
」
は
こ
れ
に
佃
戸
の

欠
租
を
加
え
た
地
主
の
貫
際
の
徴
牧
率
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
タ
イ
プ
が
一
般
的
で
あ
る
の
か
、
租
桟
の
簿
茄
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

(
光
緒
三
二
年
J
宣
統
元
年
〉
を
み
る
と
、
村
松
氏

ま
ず
第
一
の
場
合
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
臭
江
牒
の
簿
加
で
あ
る
「
費
恭
寄
堂
便
査
」

の
言
う
如
く
簿
加
上
の
租
米
額
と
納
入
す
べ
き
額
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
べ
き
租
米
額
と
は
明
ら
か
に
帯
離
が
あ
る
。

二
六
三
件
中
一
二
五
件
に
租
米
額
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
の
一
一
畝
嘗
り
の
額
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

九、

「費
恭
蕎
堂
使
査
」

一
石
六
斗
|
五
、

一
石
五
斗
|
七

一
石
三
斗
1

一
六
と
恰
度
の
も
の
が
多
く
、
他
に
一
石
八
斗
蓋
l
一
、
一
石
三
斗
蓋
|
六
、

ー
二
、
七
斗
蓋
|
一
と
、
表

一
の
同
治
減
租
後
の
各
租
横
の
と
較
べ
る
と
買
に
四
、

五
斗
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
賞
際
の
租
米
額
の
算
定
は
、

一
石
四
斗
|
一
四
、

一
石
蓋
一
、
九
斗
蓋
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こ
の
甚
し
く
高
い
簿
加
上
の
租
米
額
で
は
な
く
、
村
松
氏
の
研
究
に
あ
る
よ
う
に
面
積
に
依
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
畝
H

一
石
で
計
算
し
た

額
が
基
礎
数
で
あ
る
。
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
表
一
か
ら
み
て
臭
江
蘇
の
一
敵
嘗
り
の
租
米
額
と
し
て
安
嘗
で
あ
ろ
う
。
同
治
減
租
以
前
〈
そ
れ
も

迄
か
昔
と
恩
わ
れ
る
〉
の
虚
名
の
租
米
額
が
租
桟
の
簿
加
上
で
は
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、
佃
戸
に
出
す
易
知
由
畢
等
に
書
か
れ
た
租
米
額
は
多
分

一
一畝
H

一
石
の
も
の
で
あ
り
、
貫
際
の
租
米
額
の
算
定
も
す
べ
て
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
簿
加
上
の
租
米
額
は
貫
際
的
一
意
一
味
を

全
く
持
っ
て
い
な
い
。
た
だ
呉
江
蘇
の
費
恭
蕎
桟
に
お
い
て
、
何
故
地
域
差
、
土
地
の
肥
痩
を
考
慮
ぜ
ず
、

疑
問
は
残
る
。

一
律
に
一
畝
H

一
石
と
し
た
の
か

長
洲

・
元
和
雨
鯨
に
所
在
す
る

「駿
銃
使
査
」
(
「
行
加
」
)
の
場
合
は
全
く
果
江
蘇
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
る
。
表

一
に
よ
る
と
他
の
租
桟
に
較
べ
て
一
畝
嘗
り
の
租
米
額
が
少
し
高
め
で
あ
る
が
、
こ
の
簿
加
に
お
け
る
租
米
額
の
算
定
に
は
、
沼
氏
義
荘
以
下

(

口

)

の
各
租
紛
の
簿
加
と
同
様
に
、
簿
加
上
の
租
米
額
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

同
じ
費
恭
害時
桟
で
も
、
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な
べ
ら
ぼ
う
に
高
い
租
米
額
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
り

「
費
恭
害
時
堂
便
査
」
に
お
け
る
賞
際
の
租
米
額
算
定
と
は
無
関
係

一
般
の
租
桟
で
は
簿
加
上
の
租
米
額
を
基
礎
に
貫
際
に
佃
戸
が
納
入
す
べ
き
額
が
割
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「
費
恭
害
時
堂
便
査
」
の
場
合
、
同
治
減
租
や
そ
れ
以
前
の
滅
租
な
い
し
は
兎
米
等
に
よ
っ
て
租
米
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

に
も
拘
ら
ず
、
帳
簿
上
は
依
然
と
し
て
引
き
上
げ
前
の
租
米
額
が
記
さ
れ
た
た
め
、
こ
う
し
た
布
離
が
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
簿
加
上
の
租
米
額
(
呉
江
豚
の
費
恭
脅
筏
の
簿
加
の
場
合
は
二
臥
H

一
石
と
し
て
〉
を
基
準
と
し
て
、
寅
際
の
租
米
額
が
ど
の
よ
う
に
算
定
さ

り
出
さ
れ
て
い
る
。

れ
る
か
み
て
み
た
い
。
基
本
的
に
は
簿
加
上
の
租
米
額
が
算
定
の
基
準
と
な
る
が
、

一
部
に
「
菟
米
若
干
」、

「
何
成
」
、

「
何
折
」
と
注
記
さ

れ
て
預
め
減
免
さ
れ
て
い
る
も
の
〈
「
菟
米
」
と
す
る
〉
が
あ
る
。

〈
同
日
〉

た
し

こ
れ
を
貝
氏
租
桟
の

「
租
加
」
萱
J
陸
(
宣
統
元
、
二
年
)
を
例
に
考
え
て
み

「
租
加
」
四
六
五
件
中
約
一
O
%
に
嘗
る
四
六
件
に
減
兎
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
抜
き
出
し
た
の
が
表
二
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
「
菟
米
」
は
大
き
く
一
一
一
種
類
に
分
ら
れ
、
第
一
は
「
限
内
錨
由
、
菟
米
三
斗
」
、

「
格
健
闘
武
斗
」
の
よ
う
に
租
茄
上
の
租
米
額

「
兎
三
斗
」
、

か
ら
あ
る
額
を
差
し
引
く
も
の
(
二
七
件
〉
、
第
二
は
「
七
成
貫
還
」
、

「常
年
八
成
」
、

「照
隻
限
算
」
と
簿
茄
上
の
租
米
額
を
何
掛
け
か
し
て

減
兎
す
る
も
の
(
一七
件)、

「言
定
貫
還
四
石

一
斗
」
と
簿
加
上
の
租
米
額
と
異
な
る
賓
納
額
が
定
め
ら
れ
る
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「
質
還
三
石
五
斗
」

第
三
は

も
の
(
二
件
〉
で
あ
る
。

「
上
横
錯
由
」
と
三
限

「
兎
米
」
に
は
僚
件
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
が
、
そ
の
殆
ん
ど
が
「
限
内
錯
由
」
、

ま
で
に
完
納
す
る
こ
と
が
減
兎
の
僚
件
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
の
種
類
の
「
兎
米
」
に
は
「
無
災
無
限
」
と
「
限
譲
」
も
「
災
譲
」
も
な
い
も

前
者
の
場
合
は
嘉
輿
に
お
け
る
「
質
租
」
、

〈

m
M
)

じ
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
こ
う
し
た
「
兎
米
」
は
同
治
減
租
の
際
清
算
さ
れ
て
簿
加
上
か
ら
消
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
四
十
齢
年
経

た
宣
統
元
年
に
は
貝
氏
租
桟
に
お
い
て
は
全
世
の
約
一
O
%
が
「
兎
米
」
を
も
つ
に
至
っ
て
い
る
。
「
租
加
」
に
連
績
し
て
い
る
前
の
簿
加
と

(
m
ω
〉

劉
照
し
て
も
、
封
照
し
う
る
二
九
件
中
四
件
に
は
「
兎
米
」
の
記
載
が
な
く
、
「
租
加
」
に
な
っ
て
-
初
め
て
「
兎
米
」
が
出
現
し
て
い
る
。
ま

た
コ
ニ
十
年
」
、
「
一
一
一
一
一
年
」
、
「
十
四
年
」
、
「
品
川
一
年
四
月
」
と
「
兎
米
」
が
設
け
ら
れ
た
時
期
を
明
記
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら

(

幻

)

の
こ
と
よ
り
「
兎
米
」
は
次
第
に
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
民
園
二
O
年
(
一
九
一
三
年
)
の
越
守
成
桟
簿
加
で
は
、
四
O
四
件
中
一

貫
際
の
租
米
額
は
約
四
・
三
%
(
一
畝
嘗
り
の
租
額
で
は
-
・

O
五
六
石
か
ら
一
・

O
一
-
石

の
や

「
有
災
無
限
」
と
「
災
譲
」
は
あ
る
が

「
限
譲
」
が
な
い
も
の
が
あ
る
。

「
板
租
」
と
同

一
七
件
〈
約
二
九
%
)
に
「
菟
米
」
の
記
載
が
あ
り

に
〉
低
下
し
て
い
る
。



「
菟
米
」
が
い
か
な
る
理
由
で
生
じ
た
か
は
ま
だ
不
明
な
黙
も
多
い
が
、
表
二
を
み
る
と
三
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
は
、

--， 

田

窄

、

格

鏡

七

斗

」

、

上

横

鋪

由

、

特
別
な
人
物
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
除
|
一
八
八
の
場
合
、
(
光
緒
二
五
年
J
二
九
年
)
に
お
い
て
「
十
四
年
起
、

旦
回
地
保
承
種
、
言
明
上
桟
鎗
録
、
兎
米
二
斗
」
と
あ
り
、
佃
戸
が
田
租
徴
牧
に
係
わ
る
地
保
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
桟
錯
由
の
場
合
だ
が

(

幻

)

二
斗
減
兎
さ
れ
て
い
る
。
第
三
は
、
承
揖
、
す
な
わ
ち
租
佃
契
約
時
に
減
菟
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
因
河
灘
、

毎
畝
格
韓
米
一
斗
」
と
土
地
の
献
態
が
他
と
較
べ
て
劣
悪
な
た
め
で
あ
る
。
第
二
は
、
佃
戸
が

上
廿
五
郡
廿
二

「
千
副
加
」

「
二
年
準
揖
、
換
名
郡
瑞
稿
、
上

「

廿

九

年

準

承

撹

、

買

還

七

成

、

承

揖

時

に

何

故

「

兎

米

」

が

生

じ

た

か

を

考

え

る

手

が

か

り

に
、
公
l
一
一
六
一
が
あ
る
。
こ
の
前
の
簿
加
で
あ
る
「
公
挽
租
加
」
の
一
該
嘗
の
欄
に
「
品
川
一
年
催
陳
効
章
準
郡
金
元
承
揖
、
言
明
常
年
伍
成
、

桟
壁
限
鋪
由
」
、

無
限
無
災
」
な
ど
で
あ
る
。

力
米
在
外
、
水
皐
究
荒
、
迫
方
大
利
。
由
鷹
改
出
沈
高
奥
、
昂
注
」
の
記
述
が
あ
り
、
さ
ら
に
紙
を
貼
っ
て

「
品
川
三
年
催
来
面
訂
、
可
以
七
成

算
、
丁
十
月
-
初
二
、
昂
叉
注
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
光
緒
三
一
年
三
九
O
五
年
〉
郡
金
元
が
催
甲
陳
効
章
の
手
を
へ
て
承
撹
し

(
前
の
佃
戸
は
鄭
寄
生
、
郷
金
元
も
す
ぐ
に
沈
蔦
奥
に
代
る
〉
、
こ
の
年
の
篠
件
は
卒
年
作
の
場
合
五
成
で
、
災
害
が
あ
っ
た
場
合
は
通
例
に
従
う
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
三
三
年
に
な
っ
て
土
地
の
情
況
の
好
轄
の
た
め
か
七
成
に
租
米
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
後
に
「
未
墾
」
と

注
が
つ
い
た
も
の
も
あ
り
、
「
墾
荒
」
で
あ
っ
た
た
め
承
揖
時
に
減
菟
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
「
墾
荒
」
に
よ
る
減
兎
は
他
の
租
桟

の
簿
般
に
も
あ
る
。
「
民
園
己
未
(
八
年
)
年
、
由
張
世
昌
愚
保
租
陸
皐
仁
及
見
立
沈
墨
材
立
承
撹
、
言
明
第
一
年
寛
成
、
第
二
年
三
成
、
第

三
年
四
成
、
第
四
年
五
成
、
第
五
年
陸
成
、

第
五
年
起
常
年
陸
成
」
(
王
資
敬
桟
園
鏡
、
貞
l
-
O八
〉
、
コ
ニ
三
年
十
月
傍
準
撹
、
本
年
墾
荒
三

成
、
来
年
五
成
、
第
三
年
五
成
、
以
後
上
横
還
租
、
毎
畝
格
譲
萱
斗
」
(
問
、
貞
l
-
O九
三
太
卒
天
園
時
期
の
兵
飢
の
た
め
に
蘇
南
・
院
南
・

漸
西
で
は
戸
口
が
減
少
し
土
地
が
荒
麗
し
、
清
朝
地
方
政
府
は
新
東
・
湖
康
・
江
北
か
ら
客
民
を
招
探
す
る
な
ど
し
て
生
産
力
の
回
復
を
は
か

〈

幻

〉

っ
た
。
民
園
に
入
っ
て
も
蘇
州
に
は
な
お
か
な
り
の
荒
田
が
残
っ
て
お
り
、
佃
戸
は
こ
う
し
た
荒
田
を
「
墾
荒
L

し
、
そ
の
工
本
と
し
て
「
菟
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米
」
を
獲
得
す
る
場
合
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

65 

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
清
末
・
民
園
時
期
の
蘇
州
に
お
い
て
、
簿
加
上
の
租
米
額
か
ら
預
め
割
引
い
て
計
算
す
る
「
菟
米
」
が
、

一
部
に
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租
米
額
は
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
民
園
一

O
、
二

0
年
代
に
は
、

「
兎
米
」
の
あ
る
件
数
は
全
鐙
の
一
、
二
割
か
ら
三
割
に
も
達

し
、
そ
の
結
果
一
畝
嘗
り
の
租
米
額
の
卒
均
も
一
石
前
後
に
低
下
し
た
。
し
か
し
「
兎
米
」
は
あ
く
ま
で
も
個
別
的
な
も
の
に
止
ま
っ
て
い
た
。

簿
加
上
の
租
米
額
、

「
菟
米
」
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
差
し
引
い
た
額
を
基
に
佃
戸
が
納
入
す
べ
き
租
米
額
が
算
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
二

「 種
災類
譲の
」減

で兎
あ(が
る24イ回
。)戸

興
え

ら
れ
る

一
つ
は
納
入
時
期
に
腔
じ
て
減
兎
さ
れ
る
「
限
譲
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
災
害
の
際
に
減
克
さ
れ
る

「
閲
倉
吉
日
毎
畝
鶴
米
萱
斗
、

頭

「
限
一
譲
一
」
は

D

「
呉
胎
経
桟
」

二
七
〈
民
園
六
年
〉
に
挟
在
し
て
い
る
易
知
由
翠
に

限
十
日
毎
畝
鏡
柴
升
、
次
限
十
日
毎
畝
鏡
米
伍
升
、
一
二
限
十
日
毎
畝
鶴
米
参
升
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
畝
(
も
し
く
は

一
石
)
に
附

飛
限

・
開
倉
で
は
一
斗
、
頭
限
で
は
七
升
、
二
限
、
三
限
で
は
そ
れ
ぞ
れ
五
升
、
三
升
が
減
兎
さ
れ
る
の
が

一
般
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
各
租

桟
の
簿
加
か
ら
も
裏
附
け
ら
れ
る
。

「
限
譲
」
以
外
に
折
債
も
納
入
時
期
に
よ
っ
て
段
階
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
沈
恒
盟
桟
の
威
豊

九
年
〈
一
八
五
九
年
)
の
簿
加
で
は
、
租
米
一
石
が
飛
限

・
開
倉
|
二
六
五

O
文
、
頭
限
|
約
二
七
五

O
文、

二
限
約
二
八
五

O
文
、
三
限
約
二

九
五

O
文、

賎
牧
約
三
二

O
O文
の
五
段
階
で
あ
る
が
、
他
の
租
樋
簿
加
で
は
二
段
階
(
飛
限
と
開
倉
の
関
が
多
い
)
が

一
般
的
で
あ
る
(
表
六
l

- 68ー

一
一
一
参
照
)
。
殆
ん
ど
が
貨
幣
で
折
納
す
る
蘇
州
に
お
い
て
は
、

な
る
シ
ス
テ
ム
が
と
ら
れ
て
い
る
。

「
限
譲
」
と
折
債
の
段
階
づ
け
に
よ
っ
て
、
早
く
納
入
す
る
程
割
引
率
が
高
く

「災一誠
」
は
被
災
を
受
け
た
佃
戸
や
租
桟
に
代
っ
て
在
地
に
お
い
て
佃
戸
と
小
作
地
を
掌
握
し
て
い
た
催
甲
の
報
告
に
基
づ

い
て
決
定
さ
れ

「
蘇
城
業
国
各
主
、
佃
戸
が
紛
々
と
し
て
報
荒
し
、
全
数
枚
租
す
る
あ
た
わ
ざ
る
を
以
て
、
現
在

(

お

)

公
議
し
畝
毎
に
各
々
一
斗
を
減
ぜ
ん
と
擬
ら
ん
と
す
云
々
」
、
「
蘇
城
田
業
禽
董
事
丁
椿
之
は
す
で
に
前
日
各
業
主
に
手
紙
を
出
し
て
集
め
、

沼
氏
義
荘
で
開
曾
し
、
牧
租
の
成
色
を
集
議
し
た
。
各
業
主
ら
は
或
る
も
の
は
原
議
(
原
議
は
一
成
減
譲
)
を
維
持
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
或
る

(
M
m
)
 

も
の
は
再
に
酌
譲
す
る
よ
う
主
張
し
、
解
決
で
き
な
か
っ
た
」
と
、
地
主
や
租
桟
主
が
集
ま
り
公
議
し
て
決
定
し
た
。
そ
の
場
合
に
も
、
地
域

差
や
被
害
の
程
度
は
考
慮
さ
れ
た
よ
う
で
、
戚
豊
九
年
の
沈
恒
盟
桟
で
は
同
じ
開
倉
日
の
納
入
で
も
、
二
斗
五
升
と
一
斗
五
升
の
二
種
類
の
譲

米
が
あ
っ
た
。
王
責
敬
桟
壁
抗
で
も
民
園
九
年
の
一

O
月
七
日
以
前
納
入
(
飛
限

・
開
倉
に
嘗
る
と
思
わ
れ
る
。
折
債
が

一
石
H

五
元
)
に
は
、
二
斗

た
が
、
被
害
が
康
範
圏
に
亙
る
場
合
に
は



五
升
、

二
斗
、

一
斗
五
升
、

た

こ
う
し
た
公
議
に
よ
る
減
兎
以
外
に
、
被
害
が
大
き
い
場
合
個
別
的
に
減
兎
さ
れ

「
最
災
六
成
」
〈
と
も
に
王
資
敬
桟
壁
銃
〉
な
ど
と
注
記
さ
れ
、
他
の
佃
戸
と
異
な
る
方
法
で
減
免
さ
れ
て
い
る
。
他

一
斗
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

「
被
滝
貫
牧
五
成
」
、

に
被
害
を
受
け
牧
穫
の
な
か
っ
た
団
地
を
除
外
し
て
牧
租
す
る
と
い
う
や
り
方
が
と
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
全
く
牧
穫
が
な
け
れ
ば
「
被
掩
菟

租

(
表
三
)
、

「
全
刻
」

(
徐
永
安
桟
〉
と
田
租
が
兎
ぜ
ら
れ
る
。

「全
掩
兎
租
」

(
趨
守
成
桟
〉
、

簿
加
上
の
租
米
額
か
ら
「
限
譲
」
と

「災
譲
」
の
譲
米
を
差
し
引
い
た
分
が
佃
戸
が
納
入
す
べ
き
租
米
額
で
あ
る
。
た
だ
貫
際
は
こ
の
額
に

徴
牧
費
用
に
嘗
る
力
米
が
加
算
さ
れ
る
。
次
に
一
譲
米
の
算
定
方
法
を
王
資
敬
桟
壁
競
友
一

J
一
O
競
ま
で
を
例
に
考
え
て
み
た
い
〈
圭
二
〉
。
表

三
を
み
る
と
民
園
五
年
三
九
二
ハ
年
〉
に
は
「
限
譲
」
一
斗
だ
け
で
「
災
譲
L

が
な
く
、
六
年
に
は
二
化
螺
姦
の
大
震
生
の
た
め
七
成
と
い
う
大

幅
な
減
兎
が
行
わ
れ
て
い
る
外
は
、
「
限
譲
」
一
斗
と
「
災
譲
」
一
斗
五
升
か
ら
二
斗
五
升
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
譲
米
の
算
定
は
友

|
三
を
例
に
と
る
と
、
ど
う
も
面
積
の
麓
以
下
を
切
り
捨
て
た
敷
に
一
畝
嘗
り
の
一
譲
米
を
掛
け
て
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
民
園
九
年
の
場
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合
は
一
・
九
×
0
・
二
二

H
0
・
四
一
八
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
計
算
が
合
わ
な
い
も
の
が
出
て
く
る
。
例
え
ば
友
|
囚
で
あ
る
。
こ
の

場
合
は
面
積
で
な
く
租
米
ハ
升
以
下
切
り
捨
て
)
に
一
畝
(
石
)
嘗
り
の
譲
米
を
掛
け
た
も
の
で
あ
る
。

「被
湾
五
成
」
の
よ
う
に
何
掛
に
す
る
と
い
う
場
合
は
租
米
額
に
そ
れ
を
掛
け
た
も
の
が
納

民
園
九
年
を
例
に
と
る
と
、

二
・
九
×

0
・一一一一

H
0
・
六
三
八
と
な
る
。

「
七
成
」
、

入
す
べ
き
額
と
な
る
が
(
例
え
ば
友
|
五
、
民
園
六
年
の
場
合
四
・
二
八
九
|
〈
四
・
二
八
九
×
0
・七〉
H

一
・
二
八
七
)
、
何
斗
何
升
と
い
う
注
記
の
あ

る一議一
米
に
は
二
つ
の
算
定
基
準
が
あ
る
。

一つ
は
面
積
が
基
準
と
な
る
も
の

(
O印〉

も
う
一
つ
は
租
米
が
基
準
と
な
る
も
の
(
×
印
〉
で
あ

隻
方
が
同
じ
数
(
登
・
升
以
下
を
切
り
捨
て
た
数
)
の
場
合
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
こ
と
に
な
る
〈
ム
印
)
。

表
三
を
み
る
と

O
印
が
つ
く
の
は

面
積
の
方
が
小
さ
い
場
合
で
あ
る
。
逆
に
×
印
は
租
米
の
方
が
小
さ
い
。
す
な
わ
ち
了
畝
嘗
り
の
租
米
額
が
一
石
以
上
の
場
合
は
面
積
を
、

。
る
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石
未
満
の
場
合
は
租
米
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
麓
・
升
以
下
を
切
り
捨
て
て
、
そ
れ
に
一
畝
(
石
〉
嘗
り
の
譲
米
額
を
掛
け
て
譲
米
が
算
定
さ

れ
て
い
る
。
王
資
敬
桟
だ
け
で
な
く
他
の
租
桟
の
簿
加
で
も
こ
の
計
算
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
貝
氏
租
桟
「
除
千
租
崩
」
光
緒
三
三
年
の
「
上

横
鈎
由
」
=
二
件
中
、
二
件
を
除
き
、
佃
戸
の
納
入
額
は
上
越
の
方
式
で
算
定
さ
れ
て
い
る
。
同
治
滅
租
前
の
沈
恒
豊
桟
の
威
豊
九
年
の
簿
加
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8 年 I9 年 I10 年 1
11 年 1 12 年 1 13 年 1 14 年

務 被掩菟租 0.200ム 0.150ム 0.150ム 0.250ム
(0.220) (0.200) (0.150) (0.150) (0.250) 

i名 格 被滝苑租 0.136ム 格 格 格

(0.170) 

0.380ム 0.418ム 被滝格 0.323ム 0.285ム 0.285ム 0.475ム
(0.200) (0.220) (0.170) (0.150) (0.15の (0.250) 
0.580 x 0.638 x 0.638 x 0.580 x 0.435 x 0.435 x 0.725 x 

(0.200) i (0.220) (0.220) (0.200) (0.150) (0.150) (0.250) 
0.7800 0.9750 被滝菟租 0.7800 0.5850 0.5850 議災菟租

(0.200) (0.250) (0.200) (0.150) (0.150) 

0.6000 0.6000 0.6600 0.6000 0.4500 0.4500 

(0.200) (0.200) (0.220) (0.200) (0.150) (0.150) 

1.160 x ]. 160 x 1. 450 x 1.160 x 0.870 x 0.870 x 

(0.200) I (0.200) (0.250) (0.200) (0.150) (0.150) 

1川1.5200 1. 672 0 1.5200 1.1400 1.1400 己由翰手
(0.200) I (0.200) (0.220) (0.200) (0.150) (0.150) 筈出
0.7200 0.7包00 1. 954 x 0.7200  0.5400 0.5400 

(0.200) (0.200) (被存在5成〉 (0.200) (0.150) (0.150) 

1. 3600 1. 6000 1. 7600 1. 6000 1. 2000 1. 2000 

(0.170) (0.200) (0.220) (0.200) (0.150) (0.150) 

を
み
る
と
、

一
畝
嘗
り
の
租
米
額
が
一
石
未
満
の
も

の
で
は
八
件
が
「
上
桟
鈎
由
」
し
て
い
る
が
、
す
ベ

て
租
米
を
基
準
と
し
て
譲
米
が
算
定
さ
れ
て
い
る
。

逆
に

一
石
以
上
の
場
合
は
面
積
が
基
準
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
面
積
に
し
ろ
租
米
に
し
ろ
小
さ
い

か
つ
麓

・
升
以
下
を
切
り
捨
て
譲

方
を
基
準
と
し
、

米
が
算
定
さ
れ
る
た
め
、
額
面
の
譲
米
に
較
べ
て
貫

際
の
譲
米
額
は
相
射
的
に
低
い
も
の
と
な
る
。
と
く

に
一
畝
嘗
り
の
租
米
額
の
値
が
大
き
く
、
切
り
捨
て

- 70ー

ら
れ
る
麓
以
下
の
端
数
が
大
き
い
場
合
は
そ
う
で
あ

る
。
例
え
ば
面
積

一
・
O
五
O
畝
、
租
米

一・

二
O

八
石
の
場
合
三
畝
蛍
り

-
-
一五
O
石
)
、
譲
米
二
斗

で
も

一
六
・
六
%
の
減
兎
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う

に
蘇
州
で
は
地
主
に
と
っ
て
有
利
な
、
貫
質
的
譲
米

額
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
方
式
が
、
太
卒
天
園

以
前
か
ら
清
末

・
民
園
時
期
通
し
て
行
わ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
牧
租
前
に
佃
戸
に
易
知
由
皐

が
配
布
さ
れ
、
そ
こ
に
は
面
積

・
租
米
額
・
譲
米
等

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
折
債
も
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
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王資敬桟壁貌友 1~1O読の譲米額

|面 積|租 米 11 民園5年 1 6 年 1 7 年

友一 1 1. 063 1. 082 0.100ム 0.325 x 0.250ム

(0.100) (7成〉 (0.250) 

2 0.804 0.855 格 格 格

3 1. 904 1. 937 0.190ム 0.581 x 0.475ム

(0.100) (7成〉 (0.250) 

4 3.000 2.940 格 0.882 x 0.435 x 

(7成〕 (0.150) 

5 3.933 4.289 0.3900 1. 287 x 0.9750 

(0.100) (7成) (0.250) 

6 3.000 3.390 0.3000 1. 017 x 0.7500 

(0.100) (7成〕 (0.250) 

7 6.344 5.880 0.580 x 1. 764 x 1. 450 x 

(0.100) (7成〉 (0.250) 

8 7.626 8.261 0.7600 2.478 x 1. 900 0 

(0.100) (7船 (0.250) 

9 3.619 3.908 0.3600 1.172 x 0.9000 

(0.100) (7成〉 (0.25の
10 8.086 8.282 0.8000 2.485 x 1. 760 0 

(0.10の (7成〉 (0.22の

く表三〉

よ
り
、
佃
戸
は
各
限
ご
と
の
自
分
の
納
入
す
べ
き
額

を
一
腹
概
算
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
開
倉
か
ら
約
一
箇
月
し
て
三
限
が
終
わ
る
。
三
限

ま
で
は
佃
戸
が
租
桟
に
赴
き
田
租
(
主
に
貨
鰐
〉
を

納
め
る
が
、
三
限
を
過
ぎ
た
脹
牧
で
は
、
逆
に
租
桟

か
ら
差
役
を
涯
遣
し
、
在
地
の
催
甲
・
地
保
・
経
造

等
と
一
緒
に
佃
戸
の
許
に
赴
き
催
租
す
る
。
脹
牧
で

は
譲
米
が
な
く
な
り
、
佃
戸
は
簿
加
上
の
租
米
額
全

-71ー

( )内は1畝(1石〉嘗りの譲米額

額
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
村
松
氏
の
述
べ
る
如
く
、
脹
牧
に
お
い

て
簿
般
上
の
租
米
額
全
額
納
入
し
な
く
て
も
「
錯

詑
」、

「完
吃
」
の
完
納
を
示
す
印
が
押
さ
れ
て
い

る
例
は
か
な
り
多
数
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
沼
氏
義
珪
「
龍
山
租
加
」

・「
塘
濁
・
孫
澗
租
加
」

の
光
緒
五
年
三
八
七
九
年
〉
の
分
に
は
、
脹
牧
完
納

が
一
八
件
あ
る
が
、
そ
の
す
べ
て
に
何
ら
か
の
減
菟

(注〉

が
行
わ
れ
、
寅
納
率
は
四
八
J
九
三
%
で
あ
る
。
貝

氏
租
桟
「
租
茄
」
宣
統
二
年
ハ
一
九
一

O
年
)
分
で
も
、
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二
八
件
の
脹
牧
完
納
が
あ
る
が
、
そ
の
全
部
に
譲
米
の
記
載
が
あ
る
。
内
語
は
五
成
て
七
成
格
八
斗
五
升
二
、

七
成
一
、
二
斗
五
升
二
、
二

斗
二
升
一
、
二
斗
八
、

一
斗
五
升
二
、

一
斗
一
升

一、

一
斗
一

O
と
な
っ
て
お
り
、
開
倉
譲
米
一
斗
よ
り
む
し
ろ
多
く
な
っ
て
い
る
。
民
園
期

の
正
資
敬
桟
に
至
つ
て
は
、
脹
牧
納
入
の
殆
ん
ど
全
て
に
「
完
詑
」
の
印
が
押
さ
れ
、

滅
菟
も
か
な
り
大
き
な
も
の
も
あ
る
(表
一一一一参照〉
。

し
か
し
、
我
々
は
そ
の

一
方
で
脹
牧
に
お
い
て
簿
加
上
の
租
米
額
全
額
を
支
排
っ
て
い
る
例
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
沈
恒
豊
桟
威
豊

九
年
の
脹
牧
完
納
二
三
件
の
う
ち
一
七
件
は
簿
茄
上
の
租
米
額
全
額
を
支
排
っ
て
い
る。

「
穀
銃
租
加
」
で
も
同
治
一
一
年
(
一
八
七
二
年
)
一

件
(
一
一
月
一
一
一
一
日
〉
、
一
三
年
一
件
(
一
一
月
一
八
日
と
一
二
月
四
日
〉
、
光
緒
三
年
一
件
(
一
一
月
二

O
日
〉
は
一
O
O
%
納
入
で
あ
り
、
光
緒
元
年

(

幻

〉

の
二
件
に
は
減
菟
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
格
譲
」
、
「
格
譲
詑
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
沼
氏
義
荘
で
も
「
孫
澗
租
珊
」
の
同
治
九
年
分
で
は

脹
牧
完
納
と
思
わ
れ
る
(
-
-
月
二
一
日
〉
も
の
が
九
件
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
七
件
は
一
O
O
%
納
入
で
あ
り
、

%
〉
の
減
免
に
過
ぎ
な
い
。
王
責
敬
桟
簿
加
に
も
ご
く
少
数
〈
延

三
再
)
だ
が
賑
牧
完
納
で
「
格
」
の
注
記
の
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
う
ち

他
の
二
件
も
ご
く
少
額
(
約
二

- 72ー

二
件
は
大
幅
な
減
菟
が
あ
り
「
格
」
の
注
記
の
つ
け
忘
れ
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
一
O
件
の
う
ち
、

一
件
に
少
額
の
減
克
が
あ
る
外
は
全
て
租

米
額
全
額
か
そ
れ
以
上
〈
力
米
等
の
徴
牧
費
用
も
含
め
て
徴
牧
さ
れ
た
た
め
と
恩
わ
れ
る
)
の
額
を
納
入
し
て
い
る
。

他
の
租
桟
簿
般
に
お
い
て
脹
牧

完
納
を
み
る
と
、

滅
菟
が
あ
る
場
合
「
克
」

(
M
)
な
ど
の
注
記
さ
れ
て
い
る
も

〈F
「駿
銃
使
査
」
〉
、

(
J
「
千
副
加
」
)
、

「
格
菟
」

「
照
開
」

「
戯
瑞
融
啓
日
牧
」

「
買
牛
鶴
二
斗
八
升
頭
除
二
升
四
合
」
、
「
寡

七

成

格

四

升

」

、

「

三

限

儀

一
合
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
注
記
の
な
い
も
の

は

「先
L

と
未
納
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
注
記
は
、
本
来
簿
mm上
の
租
米
額
全
額
納
入
す
べ
き
所
で
あ
る
が
、
特
別
に
注
記
の
や
り
方
で

の
が
あ
る
。

〈
一
橋
大
皐
磁
〉

「
二
斗
三
升

の
絞
字
を
例
に
と
っ
て
も
、

「
七
成
格
二
升
」
、

「
六
成
不
例
」

「
七
成
」
、

頭
しー

「
二
限
」
、

ー

l
例
え
ば
「
二
限
」
は
二
限
の
譲
米
、

「
格
」
は
「
格
外
寛
譲
」
と
思
わ
れ
る
|
|
減
菟
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し

て
み
る
と
、
確
か
に
脹
牧
に
お
い
て
全
額
納
入
し
な
く
て
も
完
納
と
さ
れ
る
例
は
多
い
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
地
主
に
と
っ
て
「
交
め
る
こ

〈
柏
崎
)

と
額
に
足
ら
ざ
る
も
、
或
い
は
情
に
て
譲
り
了
結
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
全
額
納
入
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
清
末
・
民
園

時
期
を
通
じ
て
襲
わ
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
前
述
の
よ
う
に
賑
牧
完
納
に
減
菟
が
あ
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
佃



戸
の
絶
え
ざ
る
抗
租
に
よ
っ
て
、
も
は
や
全
額
を
納
め
な
く
て
も
「
情
譲
了
結
」
せ
ざ
る
を
え
な
い
朕
態
が
作
り
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
三
限
過
ぎ
て
簿
加
上
の
租
米
額
全
額
を
納
入
で
き
ず
、

か
つ
「
格
譲
」
な
ど
の
特
別
の
措
置
が
と
ら
れ
な
い
場
合
、
簿

加
上
の
租
米
額
と
納
入
額
と
の
差
は
欠
租
と
し
て
慮
理
さ
れ
、
追
租
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

清
末
か
ら
民
園
時
期
に
か
け
て
の
蘇
州
に
お
い
て
、
簿
加
上
の
租
米
額
か
ら
預
め
減
兎
を
行
う
「
兎
米
」
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の

結
果
簿
珊
上
の
租
米
額
が
「
名
目
化
」
し
、
同
治
五
年
の
減
租
以
降
明
文
の
統
一
的
減
租
は
な
か
っ
た
が
、
個
別
的
減
兎
は
増
加
し
、
貫
質
的

租
米
額
は
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
克
米
」
は
、
民
園
時
期
で
も
全
瞳
の
一
、
二
割
か
ら
三
割
を
占
め
る
に
過
ぎ
ず
、

般
的
に
は
依
然
と
し
て
簿
加
上
の
租
米
額
が
佃
戸
の
納
入
す
べ
き
租
米
額
で
あ
っ
た
。
た
だ
飛
限
か
ら
三
限
ま
で
の
限
内
に
納
入
す
る
と
、
そ

の
納
入
時
期
に
雁
じ
て
「
限
譲
」
と
い
う
割
引
が
あ
り
、
災
害
の
際
に
は
そ
の
程
度
に
鷹
じ
て
「
災
譲
」
が
加
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
飛
限
・

開
倉
に
お
い
て
完
納
す
る
「
良
佃
L

を
例
に
と
る
と
、
豊
作
の
年
で
簿
加
上
の
租
米
額
の
約
九
割
、
不
作
の
年
は
約
八
割
程
度
が
賓
際
に
納
入

(
叩
幻
)

す
べ
き
租
米
額
と
な
る
。
蘇
州
の
一
般
的
な
「
良
佃
」
に
お
け
る
「
虚
額
」
と
「
賓
額
」
は
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

限
内
に
納
入
し
な
い
「
頑
疲
之
佃
戸
」
に
は
、
原
則
的
に
こ
の
「
虚
額
」
と
「
賓
額
」
の
匡
別
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
民

「
格
譲
」
と
い
う
形
で
簿
加
上
の
租
米
額
が
「
虚
額
」
化
し
て
い
る
例
も
多
い
。
こ
れ
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園
時
期
の
王
責
敬
桟
や
徐
、
氷
安
桟
の
場
合
の
よ
う
に
、

は
佃
戸
の
抗
租
に
よ
っ
て
か
ち
と
ら
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

租
桟
の
簿
加
上
の
租
米
額
と
佃
戸
が
貫
際
に
納
入
す
べ
き
額
と
の
関
係
が
前
章
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
清
末
か
ら
民
園
時
期
に
か

け
て
蘇
州
に
お
け
る
納
租
情
況
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
饗
化
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
、
数
年
か
ら
十
数
年
に
亙
っ
て
徴
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牧
情
況
が
記
載
さ
れ
て
い
る
一

O
の
租
桟
の
簿
加
か
ら
、
簿
加
上
の
租
米
額
に
較
べ
て
貫
際
に
ど
の
く
ら
い
納
租
し
た
の
か
(
納
租
率
〉
と
、

(

ぬ

〉

そ
れ
に
基
づ
い
て
納
租
情
況
を
考
え
て
み
た
い
。

ど
の
く
ら
い
欠
租
し
た
の
か
(
欠
租
率
)
と
の
二
つ
の
敷
値
を
計
算
し
、

史
料
の
関
係
か
ら
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太
平
天
園
の
江
南
進
出
前
の

一
八
五

0
年
代
、
太
卒
天
園
銀
座
後
か
ら
一
八
八

0
年
代
ま
で
、
辛
亥
革
命
前
後
、
民
園
五
年
以
降
の
四
つ
の
時

期
に
分
け
て
み
て
み
た
い
。

第

一
期
の
太
卒
天
園
の
江
南
進
出
前
の
納
租
情
況
を
示
す
簿
加
は
沈
恒
豊
桟
の
威
盟
九
年
の
租
般
に
記
載
さ
れ
た
「
上
欠
」
欄
の
み
で
あ

る
。
こ
れ
を
基
に
作
成
し
た
欠
租
率
は
拙
稿
A
に
掲
げ
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
次
の
二
黙
が
確
認
で
き
る
。
第

一
は

十
年
以
上
一
度
も
完
納
し
な
い
佃
戸
が
存
在
す
る
な
ど
、
所
謂
「
頑
佃
謂
種
」
と
い
う
情
況
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か

も
欠
租
率
は
太
卒
天
園
の
江
南
進
出
に
向
け
て
次
第
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
う
し
た
佃
戸
の
抗
租
の
高
揚
が
威
豊

一
O
年
〈
一
八
六
O

年
)
の
太
卒
天
園
の
江
南
進
出
を
容
易
に
し
た
一
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
貼
は
、
洪
水

・
早
魁
と
い
う
天
災
に
見
舞
わ
れ
た
道
光

威
盟
六
年
の
み
な
ら
ず
、
太
卒
天
園
が
南
京
に
実
都
し
た
威
豊
三
年
に
も
欠
租
率
は
大
き
く
跳
ね
上
っ
て
い
る
が
、
こ

の
こ
と
は
佃
戸
が
非
常
に
政
治
的
に
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
地
方
の
政
治
的
混
飢
に
よ
る
支
配
機
構
の
動
揺
は
、
欠
租
の
増
大

九
年
三
八
四
九
年
)
、
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に
直
結
し
て
い
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
強
力
な
支
配
鐙
制
な
し
に
は
、
も
は
や
地
主
の
牧
租
が
保
誼
さ
れ
な
い
情
況
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
納
租

率
は
威
盟
九
年
分
し
か
算
定
で
き
な
い
が
、
六
八

・一

%
で
、
開
倉
譲
米
は
二
斗
と
一
斗
五
升
の
二
つ
が
あ
る
。

第
二
期
の
太
卒
天
園
鎖
匪
後
か
ら

一
八
八

0
年
代
の
時
期
に
つ
い
て
は

衣
の
五
租
桟
の
簿
加
か
ら
考
え
て
み
る
。

十
氾
氏
義
荘
(
表
四
|
同

治
四
年
J
光
緒
五
年
、

一
五
年
関
連
蝿
制
す
る
の
は

「龍
山
組
崩
」、

「塘
湾
・
孫
澗
租
肪
」
の
二
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
雨
租
加
の
納
租
情
況
は
他
の
租
加
に
較
べ
て

多
少
悪
い
の
で
、
雨
租
加
の
を
ー
と
し
、
こ
れ
に

「洋
澄

・相
城
租
加
」、

「官
問
符
租
朋
」

(
共
に
同
治
四
年
J
八
年
、
光
緒
元
年
J
五年)、

「侃
橋

・
長
蕩

・
黄

域
・
新
黄
域
組
燭
」
(
同
治
四
年
J
一一
一一年)

(

況

)

J
七年)。

「
太
卒
橋
租
加
」

(
同
治
九
年
J
光
緒
五
年
)
を
合
せ
た
も
の
を
E
と
す
る
)
。
沈
怪
盟
桟
(
表
五
1

同
治
四
年

(
表
六
|

|
同
治

一一

年
t
光
絡
四
年
)
。

桟
名
不
明
〈
表
七

「翠
字
坪
採
蓮
橋
租
加
」

(
表
五
|

|
同
治
四
年
J
八
年
〉
。

「穀
競
租
加
」

|

|光
緒
五
年

t
-
四
年
〉
。
ま
た
各
簿
坊
の
納
租
率

・
欠
租
率
を
園

一
の
グ
ラ
フ
に
示
し
て
お
く
。
表
四
J
七
及
び
固
か
ら
次
の
黙
が
言
え
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
太
卒
天
国
銀
座
直
後
の
同
治
二
、
三
年
は
「
租
摘
」
方
式
が
行
わ
れ
、
各
租
桟
に
よ
る
本
格
的
牧
租
は
同
治

四
年
か
ら
始
ま
る
が
、
同
治
四
年
の
情
況
は
、
欠
租
率
が
五
O
%
以
上
、
納
租
率
も
三
、
四
O
%
以
下
と
い
う
惨
憎
た
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
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ffi氏義娃簿加における納租情況

~ 
納 租 率 欠 租 率 折 債 洋 フロ 開倉譲米

E E 1石(文3 折債(文〉 (合〉

同治4年 37.7% 42.0% 59.3 46.8 2，800文 6折， 7折

5年 41. 8 59.6 56.7 33.4 2，800文 1，090文 150， 100 

6年 58.9 65.1 40.3 32.5 2，000文 100 

7年 56.3 66.8 42.7 29.9 1，900文 1，160文 100 

8年 53.9 50.6 45.9 46.2 2，400文 100 

9年 70.2 74.9 28.0 21.4 2，200文 100 

10年 63.5 71. 4 33.8 24.6 2，300.文 100 

11年 7J.1 74.9 26.7 21. 4 2，200文 100 

12年 41. 8 51. 9 53.9 38.7 2，400文 1，240文 250， 300 

13年 59.5 67.5 39.5 29.6 2，200文 1，200文 100 

光緒元年 61. 3 71. 5 36.3 23.5 2，200文 1，190文 100 

2年 59.1 71. 7 39.1 23.1 2，200文 1，200文 130 

3年 53.1 68.1 46.8 25.6 2，600文 1，080文 170 

4年 68.6 76.5 27.5 18.6 2，400文 1，060文 100 

5年 65.0 75.4 27.7 16.7 2，200文 1，100文 150， 170 

く表四〉

う
し
た
納
租
情
況
の
悪
さ
が
、
同
治
五
年
に
蘇
州
の
郷
紳
を
し
て
減

租
に
踏
み
切
ら
せ
た
と
い
え
る
。
滅
租
を
賓
施
し
、

か
つ
官

・
地
主

一
瞳
と
な
っ
た
牧
租
睦
制
が
整
う
に
つ
れ
て
、

同
治
五
年
以
降
納
租

情
況
は
・
次
第
に
好
輔
押
し
て
い
く
。
同
治
八
年
に
は

「夏
四
月
よ
り
六

月
に
至
る
ま
で
窪
雨
、
河
水
三
尺
齢
も
漂
っ
。
久
し
か
ら
ず
し
て
天

(
M
M
)
 

晴
れ
、
水
退
く
。
倫
穫
に
秋
有
り
」
と
、
小
規
模
な
洪
水
が
あ
り
、

納
租
率
も
五
O
%
蓋
に
落
ち
た
が
、
翌
九
年
に
は
七
O
M
m
蓋
に
達
す

一
躍
こ
の
間
治
九
年
頃
で
太
卒
天
園
銀
座
後
の
善

後
慮
理
も
移
り
、
以
後
は
豊
作
不
作
に
よ
っ
て
納
租
率
・
欠
租
率
が

る
よ
う
に
な
り
、

- 75ー

上
下
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

第
二
は

五
租
婦
の
簿
般
の
う
ち
、

「
穀
挽
租
加
」
、
桟
名
不
明

の
二
つ
は
非
常
に
納
租
情
況
が
よ
く
欠
租
率
が
敷
%
か
ら
せ
い
ぜ
い

十
数
%
で
、
納
租
率
も
開
倉
譲
米
を
少
し
下
回
る
程
度
の
高
訪
中
で
あ

る
が
、
沼
氏
義
証
簿
般
の
納
租
情
況
か
ら
み
て
、
同
治
九
年
以
降
も

か
な
り
の
欠
租
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
五
租
桟
の

簿
加
中
納
租
情
況
が
中
位
を
示
し
て
い
る
活
氏
義
証

E
を
み
る
と
、

納
租
が
良
好
な
年
で
は
、
欠
租
率
が

一五
J
二
O
%
、
納
租
率
が
七

五
%
程
度
で
、
災
害
が
あ
り
納
租
の
悪
い
年
〈
例
え
ば
同
治

一二
年

|
|
「
叉
皐
、
皆
災
と
な
ら
ず
。
惟
穀
賎
く
農
を
傷
つ
く
」。
光
緒
三
年
|

|
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く表五〉 沈恒盟桟， i翠字上子採蓮橋」簿加における納租情況

\年~ 納税率 欠租率 開倉折債(文)

沈恒堕桟 |翠字好 沈恒塑桟 [翠字呼 沈恒堕桟 |翠字拝

同治 4年 36.2% 10.1% 60.8% 89.9% 3，020文 2，800文

5年 48.3 34.6 48.3 63.3 3，020文 2，800文

6年 51. 3 42.5 44.2 58.5 2，120文 2，000文

7年 59.4 61. 8 32.8 36.2 2，070文 1，900文

8年 39.0 59.5 2，400文

〈表六> i穀鋭租崩」における納租情況

ト|問欠租率|折債 1;fiCX) I 洋 フ巳 折 債

同治11年 90.9% 0.4% 2，500文 本洋 1，305文，英洋 1，260文 100 

12年 81. 7 1.3 2，600文 英洋 1，230文， 1，240文 200 

13年 91. 9 0.4 2，400文 本洋 1，250文，英洋 1，190文 100 

1，180文

光緒元年 88.1 0.7 2，400文 英洋 1，180文 100 

2年 86.1 2.6 2，400文 1，180文 130 

3年 85.9 2.1 2，800文， 2，900文 1，040文， 1，060文， 1，070文， 1，080文 150 

4年 89.4 2.4 2，700文 英洋 1，090文 100 

5年 。 ? 2，400文 英洋 1，090文 130 

〈表七〉桟名不明簿加における納租情況

~I 納租率 | 欠租率 | 折 (文債) |洋元甥 |開倉務1石

光絡 5年 85.7% 2.6% 2，100文， 2，200文 990文? 150 

6年 84.9 3.4 1，900文 1，130文 150 

7年 89.1 3.4 1，900文， 2，000文 1，140文 100 

8年 87.6 4.3 2，200文 1，120文 100 

9年 83.4 8.5 2，100文， 2，200文 1，100文 100 

10年 85.0 8.4 1，800文 1，110文 100 

11年 80.1 12.9 1，900文， 2，000文 1，100文 100 

12年 78.3 15.3 2，200文， 2，300文 1，050文 100 

13年 84.2 8.8 2，000文， 2，100文 1，020文 100 

14年 79.3 8. 7 2，100文， 2，200文 1，030文 170 

(注〉 拙稿Dでは，まだ譲米の算定方法が分からず，車純に租米に掛けて求め，それ

に基づき洋元折債を計算したため，約10文の遠いが生じた。ここで訂正しておき

TこL、。
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(

お

〉

夏
飛
鰹
境
に
入
る
。
災
と
な
ら
ず
」
〉
に
は
開
倉
護
米
が
二
斗
か
ら
三
斗
(
同
治
{
一
一
年
〉
、
一
斗
五
升
、
一
斗
七
升
と
多
く
、
欠
租
率
も
三

O
%を

超
し
、
納
租
率
は
五

O
%蓋
に
低
下
し
て
い
る
。
沈
恒
豊
桟
と
の
比
較
で
考
え
て
み
る
と
、
太
卒
天
園
後
の
納
租
情
況
は
、
太
卒
天
園
前
の
水

準
を
少
し
下
回
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
三
は
、
納
租
情
況
の
悪
い
簿
加
ほ
ど
豊
作
不
作
の
饗
化
が
激
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
佃
戸
に
よ
っ
て
納
租
情
況
に
か
な
り
の
差
が
あ

る
た
め
で
あ
る
。
表
三
で
も
窺
え
る
が
、
毎
年
飛
限
・
開
倉
で
完
納
す
る
佃
戸
と
、
三
限
過
ぎ
に
な
っ
て
納
め
ず
欠
租
が
恒
常
的
に
あ
る
佃
戸

(

鈍

)

と
が
ほ
ぼ
国
定
し
て
い
る
。
恒
常
的
に
欠
租
す
る
「
頑
疲
之
佃
戸
」
の
多
い
簿
加
で
は
、
豊
作
の
年
に
は
そ
こ
そ
こ
の
納
租
情
況
を
示
す
が
、

不
作
の
年
に
は
欠
租
が
極
め
て
多
く
な
る
。
「
良
佃
は
卒
歳
に
畢
納
し
、
其
の
次
は
春
熟
に
畢
納
し
、
下
は
或
い
は
累
歳
納
め
ず
。
:
:
:
惟
陳

(

お

)

墓
の
佃
は
歳
終
に
畢
納
す
。
故
に
田
を
置
く
者
、
上
産
と
稽
す
」
と
、
地
主
に
と
っ
て
「
良
佃
」
が
「
上
産
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
こ
の
表

か
ら
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
四
は
、
義
証
(
沼
氏
義
妊
及
び
「
翠
字
呼
採
蓬
橋
租
加
」
|
|
「
邦
義
荘
」
の
印
あ
り
)
簿
茄
の
折
債
が
他
の
租
桟
の
折

「
公
議
」
さ
れ
、
と
く
に
民
園
二

0
年
代
に
は
果
鯨

- 79ー

債
よ
り
若
干
で
あ
る
が
安
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
折
債
は
文
献
史
料
を
み
る
と
、

(

お

〉

政
府
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
い
う
が
、
清
末
の
新
聞
史
料
で
は
「
臭
中
業
田
諸
桟
は
、
十
月
初
二
日
に
於
い
て
大
率
開
倉
牧
租
す
。
其
の
米

(

釘

)

債
は
毎
石
銭
二
千
一
百
文
に
折
す
。
亦
貴
き
は
二
千
三
百
、
賎
き
は
一
千
九
百
に
至
る
者
有
り
」
と
、
各
租
桟
に
よ
っ
て
多
少
の
ば
ら
つ
き
が

あ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
の
折
債
の
差
が
、
租
桟
聞
の
折
債
の
差
な
の
か
、
そ
れ
と
も
義
荘
故
の
も
の
な
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
貧
民
救
済
等

を
行
う
善
堂
の
場
合
、
例
え
ば
普
済
・
育
嬰
雨
堂
の
田
産
の
折
債
が
「
今
年
の
租
米
の
折
債
は
、
尋
常
の
各
業
に
較
べ
特
に
減
短
し
、
以
て
各

(

お

)

佃
の
甥
躍
完
納
を
期
す
」
と
、

一
般
の
租
桟
に
較
べ
て
低
く
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

(

ぬ

〉

他
の
租
桟
よ
り
多
少
低
自
に
折
債
が
設
定
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

「
義
」
を
名
と
し
、
模
範
た
る
べ
き
沼
氏
義
妊
の
場
合
、

79 

「

臭

胎

経

横

装

錯

」

貝

氏

租

桟

(

表

九

|

|

千

字

及
び
徐
字
、
光
緒
二
五
年
J
宣
統
二
年
)
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
臭
胎
経
桟
の
簿
mm
で
は
納
租
率
の
算
定
が
不
可
能
の
た
め
欠
租
率
の
み
掲
げ
て
お

く
。
こ
の
二
表
及
び
固
か
ら
分
か
る
第
一
黙
は
、
納
租
情
況
が
第
二
期
の
一
八
六

O
J八
0
年
代
と
大
き
く
襲
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す

第
三
期
の
辛
亥
革
命
前
後
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

(
表
八
||
光
緒
二
五
年
J
民
圏
一
三
年
〉
、
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奥始経桟書草加における納租情況

二人~I矧 議
(合米〕

光緒25年 24.1% 

28年 25.7 

29年 22.9 

30年 34.7 

31年 15.2 

32年 22.1 

33年 15.6 

34年 13.0 

宣統元年 16.5 

2年 17.9 

*7成 6成 5成 |3年 26.6 

民園元年 18.9 100. *150. 200 

2年 12. 7 100 

4年 11.3 

5年 9.8 

6年 12.4 100 

11年 4.6 

13年 2.9 

く表八〉

な
わ
ち
清
末
を
、
通
し
て
蘇
州
の
納
租
情
況
を
納
租
率
か
ら

み
る
と
、
良
好
な
年
は
七
五
J
八
O
%
、
通
常
で
約
七

割
、
悪
い
年
は
六
割
前
後
で
推
移
し
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
は
、
果
胎
経
桟
の
欠
租
率
を
み
る
と
横
ば
い
の
よ

(

川

叫

)

う
で
あ
る
が
、
貝
氏
租
桟
簿
加
に
よ
る
と
、
納
租
情
況
が

*印が最多

辛
亥
革
命
に
向
け
て
，次
第
に
悪
化
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
義
和
国
以
後
「
洋
人
之
朝
廷
」
と
化
し
た
清
朝
は
、

(注)

自
ら
を
延
命
さ
せ
る
た
め
光
緒
新
政

・
預
備
立
憲
を
行
い

支
配
鐙
制
の
再
編
を
圃
る
。
こ
う
し
た
再
編
の
矛
盾
や
彪

大
な
義
和
圏
賠
償

・
新
政
経
費
は
牧
奪
強
化
と
い
う
形
で

- 80ー

民
衆
の
上
に
の
し
か
か
り
、
抗
措
、
反
鐙
金
、
抗
租
、
抗
糧
、
反
キ
リ
ス

ト
致
、
捨
米
、

戸
口
調
査
反
封
等
の
多
様
な
民
衆
運
動
が
全
園
的
に

高
揚
し
、
辛
亥
革
命
前
夜
の
革
命
情
勢
を
作
り
上
げ
た
。
貝
氏
租
桟
に
お
け
る
光
緒
末
か
ら
宣
統
期
に
お
け
る
納
租
情
況
の
悪
化
傾
向
は
、
こ

う
し
た
辛
亥
革
命
前
夜
の
情
況
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。
辛
亥
革
命
の
起
っ
た
宣
統
三
年
三
九
一
一
年
)
は
、
夏
に
大
水
に
よ
る
天
災
も

加
わ
り
、
激
し
い
抗
租
暴
動
が
展
開
さ
れ
た
。
地
主
・
租
桟
は
折
債
や
譲
米
で
譲
歩
す
る
と
と
も
に
、
田
業
舎
の
旗
ふ
り
の
下
に
革
命
後
生
じ

(

川

出

)

た
地
方
権
力
を
動
員
し
た
租
糧
併
徴
方
式
で
以
て
田
租
の
確
保
を
園
ろ
う
と
し
た
。
呉
胎
経
桟
の
宣
統
三
年
の
欠
租
率
は
二
六

・
六
%
で
、
太

(
刊
悩
〉

卒
天
国
銀
座
直
後
に
較
べ
る
と
低
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
辛
亥
革
命
が
太
卒

「
革
命
」
政
権

天
園
と
異
な
り
地
方
の
支
配
瞳
制
の
崩
壊
を
伴
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ち
早
く
蘇
州
の
濁
立
を
宣
言
し
、

を
捲
っ
た
蘇
州
の
郷
紳
は
、
地
方
の
治
安
の
維
持
に
つ
と
め
、
菟
租
を
主
張
す
る
佃
戸
の
抗
租
を
力
で
弾
匪
し
、
官
擢
力
を
動
員
し
て
牧
租
に

つ
と
め
た
。
こ
の
懸
命
な
努
力
が
欠
租
率
を
二
五
%
程
度
に
抑
え
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
こ
の
年
佃
戸
の
納
入
す
べ
き
租
米
額
を
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貝氏租筏千字，官舎、字簿加における納租情況

~I納吻 l 欠物 ! 折1石 伐債〉 洋元折〈文償〉 l開倉譲〈合米〉
光緒25年 75.4 20.2 2，600交， 2，700文 900文 100 

26年 75.0 20.8 2，300文， 2，400文 920文 100 

27年 34.8 57.4 2，800交， 2，900文 920文? 200 

(60.0) (32.2) 

28年 74.8 17.9 3，200文， 3，300文 900文 100 

29年 64.2 27.6 3，200文， 3，300文 880文 150 

30年 66.3 29.7 3，000文， 3，100文 920文 100 

31年 67.4 27.9 2，800文， 2，900文 1，020文 100 

32年 54.7 38.3 3，800文， 3，900文 200 

33年 64.7 32.5 4，200文， 4，300文 1，110.文 100 

34年 30.6 66.2 5，100文， 5，200文 100 

(63.5) (33.3) 

宣統元年 56.5 38.4 1石-4.310元 200 

2年 59.4 35.7 5，500文， 5，600文 1石-4.454元 100 

く表九〉

(注) 光緒27年， 34年の雨年は賑牧の記載がないため，前年の分より比例し， 27年の

賑枚分42%，34年は49.5%として計算したのを( )内に入れておいた。

大
幅
に
引
き
下
げ
た
こ
と
に
よ
る
。
呉
胎
鰹
桟
の
簿
般
に
書
か
れ
た

「
七
成
・
六
成
・
五
成
」
と
い
う
注
記
か
ら
納
租
率
を
推
算
し
て
み

る
と
約
四
四
%
に
、
過
ぎ
ず
、
太
卒
天
圏
直
後
と
大
差
が
な
い
。
果
、
江

鯨
の
費
恭
書
桟
の
場
合
は
更
に
悪
い
。
「
停
鴻
新
蹴
便
査
」
、

「
ム
口

競
便
査
」
、

「
恰
泰
便
査
」

の
三
簿
加
に
お
い
て

宣
統
三
年
に
納

入
の
記
載
の
あ
る
呼
の
部
分
に
つ
い
て
、

一
石
リ
四
元
、

一
元
H

二
O
O文
と
し
て
そ
の
納
租
率
を
算
定
す
る
と
約
二
四
%
で
あ
る
。

記
載
の
な
い
呼
を
含
め
て
(
金
欠
と
し
て
〉
計
算
す
る
と
約
二
二
%

と

一
割
強
し
か
徴
牧
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
辛
亥
革
命
が

- 81ー

勃
護
し
た
宣
統
三
年
の
納
租
情
況
は
、
欠
租
卒
か
ら
み
る
と
さ
ほ
ど

(

日

出

)

(

川

叫

)

多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
大
幅
な
減
菟
措
置
が
と
ら
れ
た
た
め
、
納

租
率
は
五
割
を
大
き
く
割
り
込
み
、
地
主
の
攻
租
は
大
き
な
危
機
に

直
面
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
地
方
支
配
鐙
制
の
「
革
命
」
を
伴
わ

な
か
っ
た
辛
亥
革
命
に
お
い
て
、
牧
租
瞳
制
の
回
復
は
早
く
、
徴
牧

情
況
の
悪
い
年
は
宣
統
三
年
一
年
だ
け
で
、
そ
の
絵
波
も
翌
民
園
元

年
ま
で
で
、
辛
亥
革
命
後
の
民
園
時
期
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
地
主

の
牧
租
瞳
制
は
む
し
ろ
清
末
よ
り
強
化
さ
れ
、
欠
租
も
低
下
す
る
情

況
が
あ
ら
わ
れ
た
。

第
三
は
、
折
債
が
辛
亥
革
命
前
夜
か
ら
急
激
に
上
昇
し
た
こ
と
で
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あ
る
。
太
卒
天
園
銀
座
後
か
ら
租
米
の
折
債
は
一
石
二
千
文
か
ら
三
千
文
程
度
で
安
定
し
て
い
た
が
、
光
緒
三
二
年
〈
一
九
O
六
年
〉
頃
か
ら
念

激
に
上
昇
し
始
め
、
辛
亥
革
命
前
夜
に
は
五
千
五
百
文
以
上
に
も
達
し
て
い
る
。
洋
元
の
折
債
を
み
て
も
、
太
卒
天
園
後
大
鐙
一
元
H

一
一
O

O
J
一
二
O
O
文
で
あ
っ

た
も
の
が
、
二
O
世
紀
初
に
は
九
O
O
文
程
度
に
下
落
し
た
。
し
か
し
辛
亥
革
命
前
夜
に
は
再
び
上
昇
し、

。

O

J
一一一五
O
文
と
な
り
、
以
後
も
上
昇
し
績
け
、
民
園

一
0
年
代
後
牟
に
は
二
七
、
八
O
O
文
に
も
達
す
る
。
租
米
の
銅
銭
の
折
債
の
推
移

を
み
る
と
、

一
九
世
紀
後
半
が
二
、
三
千
文
、
辛
亥
革
命
時
期
が
約
五
千
文、

一
九
三
O
年
頃
が
約
二
四
千
文
と
な
り
、
洋
元
の
方
の
上
昇
は

」
れ
よ
り
少
し
鈍
い
が

一
九
世
紀
後
半
約
二
元
、
二
O
世
紀
初
三
元
、
辛
亥
革
命
時
期
四
元
強
、

一
九
三
O
年
頃
約
十
元
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
辛
亥
革
命
前
夜
を
劃
期
と
す
る
租
米
と
洋
元
の
折
債
は
、
首
時
の
米
債
、
物
債
の
騰
貴
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
辛
亥
革
命

前
夜
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
が
、
こ
の
時
期
の
康
範
な
民
衆
運
動
の
一
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
折
債
の
基
準
は
太
卒
天
園
前
か
ら

銅
銭
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
表
九
で
分
か
る
よ
う
に

一
九
一

O
年
頃
に
洋
元
に
移
っ
た
よ
う
で
、
民
園
時
期
の
租
米
の
折
債
額
は
す
べ
て
洋
元

- 84-

で
表
示
さ
れ
て
い
る
。

第
四
期
の
民
園
時
期
の
情
況
に
つ
い
て
は
、
王
資
敬
桟
(
表
一
O
|
上
泉
・

書
・永

・
壁
鋭
、
民
園
五
年
J
一
四
年
)
。
費
恭
寄
桟

(表

二

|
|
「
駿

徐
永
安
桟

(表一

二
|
|養
義
及
び
室町

・
喜
・
祭
字
、
民
園
二
ニ
J
一
一
一
一
一
年
)
の
三
租
桟
の
簿
加
か
ら
み
て
み

銃
使
査
」
民
圏

一
て

一六
J
一
八年)。

た
い
。
こ
の
三
表
及
び
表
八
の
臭
胎
鰹
桟
の
欠
租
率
を
み
る
と
、
ま
ず
第
一

に
、
民
園
に
入
っ
て
か
ら
、

と
く
に
一

0
年
代
前
半
に
欠
租
が
大

き
く
低
下
し
、
王
資
敬
桟
や
徐
永
安
桟
の
よ
う
に
皆
無
か
そ
れ
に
近
い
も
の
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
こ
う
し
た
情
況
が
ど
う
し

て
生
じ
た
の
か
。
そ
れ
に
は
次
の
三
黙
が
考
え
ら
れ
る
。
第

一
貼
は
、
辛
亥
革
命
後
回
業
舎
が
結
成
さ
れ
、
蘇
州
に
お
け
る
地
主
の
牧
租
償
制

が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
呉
服
知
事
が
各
地
に
追
租
委
員
を
汲
遣
し
、
追
租
局
を
設
置
し
、
館
内
に
は
刑
具
を
備
え
る
な
ど
し
て
巌
し
く

(
K
M
〉

(

M
叩
〉

牧
奪
を
行
っ
た
。
ま
た
抗
租
暴
動
の
首
謀
者
に
は
、
「
懲
治
盗
匠
篠
例
」
を
擬
し
死
刑
の
巌
罰
で
臨
ん
だ
。
「
蘇
州
人
の
蘇
州
」
と
地
方
政
治
の

主
役
と
な
っ
た
郷
紳

・
地
主
の
階
級
的
利
害
が
強
く
地
方
行
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
清
末
よ
り
一
段
と
牧
租
睡
制
が
強
化
さ
れ
た
。

こ
れ
が
一
定
程
度
欠
租
を
封
じ
込
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
黙
は
、
脹
牧
で
全
額
納
入
し
な
く
て
も
「
格
譲
」
と
「
錯
詑
」
の
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王資敬筏簿加における納租情況

~I 円引欠物 | 折1石 (元債) 開倉議米

民園 5年 85.9% 0.8% 4.2. 4.3 100 

6年 69.5 1.0 4.Q 7成.7.5成. 150 

7年 77.7 0.8 4.0. 4.1 100. 150. 200 

250 

8年 72.7 0.8 4.4. 4.5 150. 200 

(77.1) (0.9) 

9年 77.5 0.8 5.0. 5.1 100. 150. 200 

σ8.2) (0.8) 

10年 68.9 0.8 5.9. 6.0 100. 200. 250 

(73.1) (0.9) 

11年 78.8 0.8 6.5. 6.6 170. 200 

12年 82.1 0.8 6.8. 6.9 100. 150. 200 

(82.9) 0.8 

13年 84.6 0.8 6.4. 6.5 

14年 77.6 。 7.3. 7.4 100. 150. 250 

(78.8) 

く表ー0>

印
が
押
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
欠
租
と
し
て
慮
理
さ
れ
な
く
な
っ

た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
王
資
敬
桟
の

「格
」
の
記
載
の
あ
る
脹
牧

完
納
分
に
つ
い
て
、
そ
の
納
入
額
の
簿
加
上
の
租
米
額
に
封
す
る

割
合
を
表
に
し
た
の
が
表
二
ニ
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
王
資

敬
桟
簿
加
に
は
ご
く
少
数
「
格
」
の
記
載
が
な
く
、
全
額
も
し
く

は
そ
れ
以
上
納
入
し
て
い
る
も
の
も
い
る
が
、
殆
ん
ど
が
全
額
納

入
し
な
く
て
も
「
完
詑
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
表
二
ニ
を
み

る
と
開
倉
で
の
納
入
額
よ
り
少
額
で
す
ん
で
い
る
も
の
も
多
い
。

例
え
ば
民
園
五
年
で
は
開
倉
譲
米

一
斗
(
約
九
O
U
A
強
)
よ
り
納
租

- 85ー

〉は「被災菟租」を除く。

率
が
低
い
の
が
約
三
分
の
こ
を
占
め
、
六
年
の
七
成

・
七
五
成
よ

り
低
い
の
も
半
数
程
度
存
在
し
て
い
る
。
徐
、
氷
安
桟
簿
加
を
み
て

も
、
賎
牧
の
際
に
納
入
す
べ
き
と
設
定
さ
れ
た
洋
元
数
に
折
債
を

か
け
て
佃
戸
の
納
入
す
べ
き
租
米
を
出
し
て
み
る
と
、
大
瞳
そ
れ

(

U

)

 

は
簿
加
上
の
租
米
額
を
下
回
っ
て
い
る
。
例
え
ば
養
義
字
民
園
一

三
年
分
で
は
一
四
件
中
二
件
を
除
い
た
一
二
件
が
簿
加
上
の
租
米

額
を
下
回
り
、

卒
均
減
菟
額
は
約
五
%
で
開
倉
譲
米
(
一
斗
〉
の

半
分
程
度
で
あ
る
。
一
六
年
で
は
一
二
件
全
て
が
下
回
り
、
し
か

(注〉

も
滅
菟
額
は
む
し
ろ
「
橿
牧
L

よ
り
も
多
い
位
で
あ
る
。
王
資
敬

桟
で
は
賎
牧
完
納
の
納
租
率
の
分
布
に
か
な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
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費恭寄桟 「駿抗便査」簿加における納租情況

1?¥¥|納ヰ嘉 |欠吻 | 折1石 〈元償〉 関倉譲米

民園 11年 70.9% 16.6% 6.65， 6.7 150， 200 

16年 69.0 13.0 8.2， 8.3 7.5折

17年 68.7 15.5 8.4， 8.5 8折

18年 50.9 18.4 10.3 7.5折

(63.7) (23.1) 

〈表一一〉

)内は克租及び臨時の減菟を除く。(注〉

徐永安筏簿加における納租情況

納 租 率(%) 欠 租 率(%)

養 義 誇 ・喜 ・祭 養 義 寄 ・喜・祭

88.9% 。%

14年 91. 4 90.3% 。 。 %

15年 0.6 2.3 

16年 69.6 70.4 7.8 11.1 

17年 71. 9 66.9 7.4 11.1 

18年 65.1 65.2 7.7 6.4 

19年 11.1 10.4 

20年 51. 2 54.2 26.8 17.2 

(60.1) (18. 2) 

21年 28.3 24.2 

22年 24.5 29.6 

23年 44. 7 18.3 

(47.6) (19.5) 

く表一二〉

( )内は菟租分を除いたもの。

納租率は民園13，14年分は王資敬桟，16年~18年は費恭誇桟駿銃， 20年は越守
成桟の折債を用いて算定。

(注〕

り
、
二
割
以
下
で
も
完
納

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

み
て
、
あ
る
程
度
の
額
を

納
入
す
れ
ば
完
納
と
し
て

慮
理
さ
れ
、

徐
永
安
桟
の

場
合
は
脹
牧
で
納
入
す
る

場
合
も
あ
る
程
度
の
減
菟

が
興
え
ら
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
官

・
紳
士一

瞳

- 86-

と
な
っ
た
強
盤
的
牧
租
瞳

制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
佃

戸
の
抵
抗
に
よ
っ
て
脹
牧

で
の
徴
枚
は
困
難
を
き
わ

め
、
地
主
は

「格
」
と
減

兎
し
て
慮
理
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た

慮
理
が
さ
れ
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
費
恭
蕎
槙

「駿



で
の
欠
租
は
約
一
六
%
で
あ

挽
便
査
」

ヲ
匂
。

|民園5年 |民園6年

100 

95 ~ 100 6 

90 ~ 95 10 

85 ~ 90 4 3 

80 ~ 85 5 5 

75 ~ 80 5 10 

70 ~ 75 5 9 

65 ~ 70 6 1 

60 ~ 65 1 7 

55 ~ 60 3 2 

50 ~ 55 1 1 

45 ~ 50 1 4 

40 ~ 45 

35 ~ 40 1 1 

30 ~ 35 

25 ~ 30 

20 ~ 25 

15 ~ 20 1 

10 ~ 15 1 

5 ~ 10 

。~5 
49 44 

王資敬浅賑l皮完納額の簿崩
上の租米額に濁する割合

第
三
黙
は
、
開
倉
譲
米
の
額
が
清
末
に

較
べ
て
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

東・書・壁説。

清
末
で
は
「
限
譲
」
だ
け
の
一
斗
が
普
通

で、

災
害
が
あ
っ
た
年
に
そ
の
程
度
に
麿

じ
て
「
災
譲
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、

民
園
時
期
の
王
資
敬
桟
・
費
恭
蕎
桟
の
開

〈表ー三〉

(注〉

倉
譲
米
を
み
る
と
一
斗
と
い
う
の
が
珍
ら

- 87ー

「
災
譲
」
が
恒
常
化
し
、
し
か
も

開
倉
時
に

「良
佃
」
が
納
入
す
べ
き
額
が
七
五
J
八
O
%
程
度
に
下
っ
て
い

し
く

減
兎
の
大
き
な
何
折
〈
成
)
と
い
う
形
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

る
。
徐
永
安
桟
の
民
園
二
三
年
で
は
六
成
で
あ
る
。
民
園
時
期
が
清
末
に
較
べ
て
「
災
譲
」
を
加
え
る
べ
き
災
害
が
頻
護
し
た
か
、
そ
れ
と
も

他
の
要
因
に
よ
る
も
の
か
今
後
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
佃
戸
が
寅
際
に
納
入
す
べ
き
額
は
清
末
に
較
べ
て
低
下
し
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
園
表
で
は
民
園

0
年
代
後
半
か
ら
一

0
年
代
前
半
に
か
け
て
欠
租
率
が
額
著
に
低
下
し
、
蘇
州
の
地
主
制
は
相
射
的
に

「
安
定
」
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
納
租
率
を
み
る
と
欠
租
率
の
落
ち
込
み
程
好
轄
し
て
お
ら
ず
、
清
末
と
同
じ
程
度
か
そ
れ
よ
り
少
し

良
い
朕
態
に
過
ぎ
ず
、
地
主
の
徴
牧
額
が
必
ず
し
も
増
加
し
た
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

園
表
よ
り
譲
み
と
れ
る
第
二
黙
は
、
蘇
州
地
主
制
の
「
相
封
的
安
定
期
」
も
民
園
一
五
年
頃
ま
で
で
、
そ
れ
以
降
急
激
に
納
租
情
況
が
悪
化

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
二
六
、
七
年
の
国
民
革
命
の
影
響
を
う
け
た
抗
租
風
潮
の
高
揚
、
一
九
二

0
年
代
後
宇
か
ら
の
世
界
恐

慌
の
波
及
に
よ
る
農
業
恐
慌
と
農
村
の
疲
弊
、
そ
し
て
一
九
三
て
三
二
年
の
長
江
大
洪
水
な
ど
の
要
因
が
重
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
清

87 
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末
に
較
べ
て
民
園
時
期
は
、
佃
戸
が
納
入
す
べ
き
額
は
兎
米
の
増
加
や
開
倉
誕
米
が
多
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
質
質
的
に
低
下
し
て
お
り
、

カ

ろ
う
じ
て
欠
租
を
抑
え
込
む
こ
と
で
維
持
し
て
い
た
納
租
率
は
、
民
園
一
六
年
以
降
の
欠
租
の
増
大
に
よ
っ
て
急
激
に
低
下
す
る
。
徐
永
安
桟

で
は
民
園
二
ニ
、

四
年
は
九
割
だ
っ
た
納
租
率
が

一
七
年
に
は
七
O
%
、
二
O
年
に
は
五
O
%
前
字
、
そ
し
て
二
三
年
に
は
四
O
%
蓋
に
低
下

(

必

)

す
る
。

納
租
率
が
五
割
を
割
り
込
む
と
い
う
経
営
の
危

機
、
地
主
制
の
危
機
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
、
地
主

・
郷
紳
は

一
方
で
は

一
九
三

0
年
代
の
農
村
調
査
や
新

二
0
年
代
後
牢
か
ら
の
中
園
農
村
危
機
は
こ
の
よ
う
に
蘇
州
の
地
主
に
と
っ
て
も
、

中
園
成
立
後
出
版
さ
れ
た
所
謂
「
地
主
罪
悪
史
L

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
血
な
ま
ぐ
さ
い
追
租
機
関
を
設
け
、
従
来
の
暴
力
的
牧
租
鐙
制
を

一
一層

強
化
す
る
と
と
も
に
、

一
方
で
は
南
京
政
府
の
下
で
各
種
の
救
済
事
業
に
参
加
し
、
農
村
の
復
興
を
園
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

四

日
本
の
大
祭

・
研
究
所
な
ど
に
牧
蔵
さ
れ
て
い
る
蘇
州
の
租
桟
簿
加
の
統
計
的
分
析
に
基
づ
い
て
、
清
末
・
民
園
時
期
に
お
け
る
蘇
州
の
田

。。

租
額
と
納
租
情
況
の
質
態
を
描
き
出
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
田
租
額
で
あ
る
が
、
簿
加
上
の
租
米
額
は
太
卒
天
園
銀
座
後
の
同
治
五
年
に
蘇
州
郷
紳
の
提
唱
で
数
%
の
減
租
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ

以
降
明
文
の
贋
域
に
亙
る
減
租
は
行
わ
れ
ず
、
簿
加
上
の
租
米
額
は
土
地
改
革
ま
で
饗
ら
な
か
っ
た
。

一
畝
首
り
の
租
米
額
を
み
る
と
、

と
く

に
同
治
滅
租
後

一
石
J
一
石

一
斗
に
約
半
数
、
九
斗
五
升
J
一
石

一
斗
五
升
に
四
分
の
三
が
存
在
す
る
と
い
う
集
中
的
分
布
を
示
し
、
全
般
的

に
み
る
と
蘇
州
の
田
租
は
か
な
り
卒
均
化
し
て
い
た
と
い
え
る
。

同
治
滅
租
後
明
文
の
滅
租
は
な
か
っ
た
が
、
個
別
的
に
は

「墾
荒
」
な
ど
に
よ
っ
て
佃
戸
に
「
兎
米
」
が
輿
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

「兎
米
」
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
増
加
し
、
貫
質
的
租
米
額
は
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
「
菟
米
」
は

一
九
三
O
年
頃
で
も
二
割
程
度

一
般
的
に
は
簿
加
上
の
租
米
額
が
佃
戸
の
貫
納
の
租
米
額
を
算
定
す
る
基
準
で
あ
っ
た
。
簿
崩
上
の
租
米
額
を
基
に
、
三
限
ま
で

の
限
内
完
納
の
場
合
は
そ
の
時
期
に
慮
じ
て
「
限
譲
」
が
輿
え
ら
れ
、
災
害
を
受
け
た
場
合
は
そ
れ
に
「
災
譲
」
と
い
う
減
兎
が
輿
え
ら
れ、

に
過
ぎ
ず
、



「
良
佃
」
の
貫
際
の
租
米
額
は
、
豊
作
の
場
合
は
簿
燭
上
の
租
米
額
の
九
割
、
不
作
の
場
合
は
八
割
程
度
で
あ
っ
た
。
脹
放
に
納
入
す
る
場
合

は
、
簿
加
上
の
租
米
額
全
額
支
携
う
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
し
か
し
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
佃
戸
の
抵
抗
に
よ
っ
て
か
「
格
譲
」
と
減
菟
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
、
簿
加
上
の
租
米
額
は
脹
牧
に
お
い
て
も
「
虚
額
」
化
し
て
い
っ
た
。

次
に
納
租
率
及
び
欠
租
率
か
ら
納
租
情
況
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
清
末
・
民
園
時
期
に
は
日
常
的
な
佃
戸
の
抗
租
が
行
わ
れ
、

佃
覇
種
」
と
い
う
情
況
が
贋
範
に
み
ら
れ
た
。
し
か
も
佃
戸
は
政
治
的
に
敏
感
で
、
地
方
の
政
治
的
混
範
は
直
ち
に
欠
租
の
増
大
に
直
結
し

た
。
太
卒
天
園
鎮
座
直
後
は
納
租
情
況
は
極
め
て
悪
か
っ
た
が
次
第
に
回
復
し
、
一
八
七

O
年
か
ら
清
末
に
通
じ
て
納
租
率
は
良
好
な
年
で
八

割
、
通
常
七
割
、
悪
い
年
は
六
割
程
度
で
推
移
し
た
。
太
卒
天
園
、
辛
亥
革
命
前
夜
欠
租
率
の
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
佃
戸
の
抗
租
が
こ

れ
ら
革
命
の
一
翼
を
捲
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
民
園
時
期
に
入
り
、
蘇
州
に
お
け
る
牧
租
瞳
制
が
一
一
層
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
一
時
期 頑

f二

「
格
譲
」
と
い
う
減
菟
の
増
加
や
「
災
譲
」
の
恒
常
化
の
た
め
に
、
納
租
率
は
そ
の
割
に
は
上
昇
し
な
か
っ

一
九
二

0
年
代
後
牢
か
ら
は
農
業
恐
慌
な
ど
の
影
響
で
欠
租
率
が
上
昇
し
、
納
租
率
も
念
激
に
悪
化
す
る
。
こ
の
た
め
地
主
・
郷
紳
の
開
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欠
租
率
が
顧
著
に
低
下
す
る
が

に
も
中
園
農
村
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
な
ど
、
蘇
州
の
地
主
経
営
も
重
大
な
危
機
に
直
面
す
る
。

本
小
論
で
蔑
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
第
一
は
、
本
小
論
で
描
い
た
の
は
、
と
く
に
納
租
情
況
の
場
合
は
、
あ
く
ま
で
も
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
で
あ

り
、
今
後
文
献
史
料
な
ど
と
針
照
し
、
各
年
ご
と
、
各
地
域
ご
と
の
納
租
卒
、
欠
租
卒
、
折
債
、
一
譲
米
等
の
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
本
小
論
で
は
各
租
桟
の
簿
加
史
料
を
並
べ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
簿
加
聞
の
相
互
関
係
、
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
も
今
後
分
析
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

第
二
は
、
こ
の
田
租
額
、
納
租
情
況
で
行
わ
れ
た
地
主
経
営
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
つ
の
面
か
ら
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
。

一
つ
は
、

89 

具
強
的
租
桟
の
簿
加
、
例
え
ば
村
松
氏
の
使
用
し
た
「
果
胎
経
桟
報
鋪
各
競
備
査
」
や
そ
の
他
の
租
桟
の
牧
支
情
況
を
示
す
史
料
を
、
こ
の
納

祖
情
況
と
掛
照
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
と
く
に
辛
亥
革
命
後
の
蘇
州
の
地
方
政
権
を
分
析
し
、
地
主
の
牧
租
韓
制
の
貫
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、
一
九
三

O
年
の
農
村
危
機
で
の
地
主
・
郷
紳
の
劃
慮
、
再
編
を
具
佳
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の



90 

れ
ら
の
貼
に
つ
い
て
は
別
稿
に
期
し
た
い
。

解
明
を
通
し
て
、
清
末

・
民
園
時
期
の
近
代
蘇
州
の
地
主
制
の
貧
態
・

饗
化
を
ト

ー
タ
ル
に
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

註(
1
〉

森
正
夫

「明
清
時
代
の
土
地
制
度
」
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
一
一
一
、

岩
波
書
底
、
一
九
七

一
年
。
小
林
一
美

「
太
卒
天
園
前
夜
の
農
民
闘
争

|
|
揚
子
江
下
流
デ
ル
タ
地
帯
に
お
け
る
ー
ー
ー
」

『
近
代
中
園
農
村
社

舎
史
研
究
』
大
安
、
一
九
六
七
年
。
小
島
耳
目
治
「
十
九
世
紀
中
葉
に
お

け
る
農
民
闘
争
と
太
卒
天
図
」
『
太
卒
天
図
革
命
の
歴
史
と
思
想
」
研

文
出
版
、
一
九
七
八
年
。
小
島
淑
男
「
辛
亥
革
命
前
後
に
お
け
る
蘇
州

府
の
農
村
祉
舎
と
農
民
闘
争
」

『
近
代
中
園
農
村
社
舎
史
研
究
』
前

掲。

「
抗
租
闘
争
|

|
江
南
デ
ル
タ
地
酬
帽
を
中
心
に
し
て
|
|
」

『諮

座
中
園
近
現
代
史
』
二
、
東
京
大
星
出
版
舎
、

一
九
七
八
年
。
村
松
祐

衣
『
近
代
江
南
の
租
筏
|
|
中
園
地
主
制
度
の
研
究
|
|
』
東
京
大
皐

出
版
舎
、
一
九
七
O
年
。
拙
稿
「
一
九
世
紀
中
葉
蘇
州
の
一
租
捜
に
お

け
る
牧
租
情
況
|
|
同
治
減
租
と
そ
れ
に
至
る
過
程
|
|
」

『
史
皐
雑

誌』

九
O
|
七
、
一
九
八
一
年
(
以
下
拙
稿
A
〉
等
。

(
2
〉
劉
耀
「
従
長
江
中
下
滋
地
区
農
村
経
済
的
餐
化
看
太
卒
天
園
革
命
的

歴
史
作
用
」
『
歴
史
研
究
』
一
九
七
九
|
六
。

(

3

)

日
本
に
牧
蔵
さ
れ
て
い
る
租
桟
の
簿
加
史
料
と
そ
れ
ら
を
用
い
た
研

究
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
「
東
京
大
祭
東
洋
文
化
研
究
所
収
蔵
『
徐
永
安

筏
』
関
係
簿
加
に
つ
い
て
(
一
〉
」
『
北
海
道
敬
育
大
暴
紀
要
(
第

一

部

B)』
三
八
|

一
、
一
九
八
七
年
(
以
下
拙
稿

Bω)参
照
。

本
小
論
で
用
い
る
簿
加
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

A
、
沼
氏
義
妊
関
係
(
園
舎
園
書
館
務
〉
、

B
、
主
資
敬
桟
関
係
(
同
)
、

c、
潜
豊
和
桟
関
係

(同〉、

D
、「
呉
胎
経
捜
装
鈴
」

〈同)、

E
、
徐
永
安
桟
関
係
(
東
京
大
息
一
'東
洋
文
化
研
究
所
蔵
)
、

F
、
費
恭
一
尋
桟
関
係
(
東
洋
文
庫
議
)
、

G
、「
民
園
二
十
年
越
守
成
桟
装
鈎
」

(同)、

H
、
沈
恒
盟
桟
関
係

(
一
橋
大
皐
磁
)
、

I
、
彰
味
初
桟
関
係

(同)、

J
、
貝

(
?
〉
氏
租
桟
関
係
(
同
〉
、

K
、「
穀
挽
租
崩
」
〈
同
)
、

L
、
「
翠
字
坪
採
蓮
橋
租
加
」

(同〉、

M
、
桟
名
不
詳
(
同
〉
、

各
簿
加
の
梗
概
に
つ
い
て
は
、
伊
原
弘
介

「
沼
氏
義
荘
租
加
の
研

究
」
『
史
皐
研
究
』
九
四
、
{
九
六
五
年
(

A

)

、
村
松
一路次

「
最
近

週
目
し
た
若
干
の
中
園
地
主
制
関
係
文
書
に

つ
い
て
|
|
恰
俳
燕
京
研

究
所
牧
臓
の
租
縁
そ
の

他
」
前
掲
書
所
牧

(
D
Y

「
二
十
世
紀
初
頭

に
お
け
る
蘇
州
近
傍
の
一
租
桟
と
そ
の
小
作
制
度
||
江
蘇
省
奥
江
豚

費
氏
恭
害
時
桟
関
係
『
租
籍
使
査
』
加
の
研
究
」
同
前

(
F〉
、
拙
稿
B

ω、
ω(ω
は
前
掲
三
八
|
二
、
一
九
八
八
年
、

E
〉
、
拙
稿

「
清
末

- 90ー
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蘇
川
の
地
主
|
佃
戸
関
係
に
つ
い
て
|
|
一
橋
大
皐
所
蔵
地
主
関
係
文

書
の
紹
介
|
|
」
『
北
海
道
数
育
大
築
紀
要
(
第
一
部
B
)
』
三
六
l

て
一
九
八
五
年
(
以
下
拙
稿
C
、
H
J
M
)
参
照
。

B
、

c、
G
に

つ
い
て
そ
の
概
要
を
記
す
。

B
、
C
と
も
に
A
の
沼
氏
義
荘
関
係
簿
加

と
と
も
に
「
呉
豚
租
加
」
(
七
峡
、
四

o
m〉
に
枚
め
ら
れ
て
お
り
、

B
は
そ
の
第
二
快
(
第
八

l
一
一
一
一
筋
〉
と
、
第
六
秩
第
三
一
加
の
七
加

で
あ
る
。
縦
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
横
二

0
・
五
セ
ン
チ
の
布
張
り
の
藍

表
紙
、
藍
罫
で
、
中
折
に
「
王
資
敬
筏
租
茄
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

七
加
は
、
東
貌
(
第
八
加
、
四

O
件
)
、
壁
掛
抗
(
第
九
加
、
一

O
O件)、

図
説
(
第

-
O班
、
一

O
O件
)
、
童
日
現
〈
第
一
一
部
、
一
七
件
)
、
永

貌
(
第
一
一
一
筋
、
三
件
)
、
復
競
(
第
三
ニ
加
、
中
折
「
徳
新
租
崩
」
、

一
八
件
)
、
恭
鋭
(
第
一
二
一
筋
、
一
二
五
件
)
に
分
か
れ
、
合
計
四

O

三
件
、
面
積
-
一
五
四
・
一
一
一
一
一
畝
、
租
米
二
二
九
・
五
三
五
石
。

分
布
は
呉
豚
二
都
、
長
洲
豚
二
、
西
六
、
八
、
一
二
、
東
二
二
、
上
一

四
、
一
五
、
中
一
八
、
北
一
九
、
元
和
豚
中
一
九
、
南
-
九
、
宇
一

九
、
上
二
て
下
二
て
東
二
二
、
二
四
、
上
二
五
、
南
二
六
、
北
二

六
、
南
三
て
中
=
二
都
で
、
民
園
丙
辰
(
五
年
ー
-
九
二
ハ
年
〉
か

ら
乙
丑

2
四
年
|
一
九
二
五
年
)
ま
で
の
一

0
年
閲
の
徴
枚
情
況
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

C
は
第
六
峡
第
三
二
朋
か
ら
第
三
四
加
ま
で
の
三
瑚
で
、
大
き
さ
は

B
と
同
じ
で
、
茶
表
紙
で
「
欣
挽
租
崩
」
と
書
か
れ
、
中
折
に
「
潜
豊

和
桟
租
珊
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
民
園
辛
酉
〈
一

O
年
l
一
九
一
一
一

年
〉
・
壬
戊
(
一
一
年
)
の
雨
年
の
徴
収
情
況
が
-
記
さ
れ
て
い
る
。
合

計
二
-
六
件
、
面
積
六
四
七
・
八

O
九
畝
、
租
米
六
七
二
・
二
四
六
石

で
、
臭
豚
二
下

(
?
Y
一
四
都
、
長
洲
勝
一
二
、
東
二
二
、
下
一
四
、

下
一
七
、
東
一
八
、
西
一
八
都
、
元
和
豚
南
{
九
、
下
二

O
、
学
二

O
、
上
二
一
、
下
二
一
、
西
二
二
、
二
一
二
、
二
四
、
上
二
五
、
下
二

五
、
北
二
六
、
二
九
、
北
=
二
都
に
分
布
し
て
い
る
。

B
、
C
と
も
に

小
作
蓋
帳
に
嘗
る
簿
加
で
あ
る
。

G
は
「
催
甲
茄
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
縦
横
と
も
二
二
・
五
セ
ン

チ
、
茶
表
紙
、
朱
罫
で
、
表
紙
に
は
「
民
園
二
十
年
孟
冬
穀
旦
越

守
成
桟
装
鎗
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
催
甲
程
一
繭
堂
、
王
耕
山
、
張

坤
甫
、
梁
甫
高
、
計
廷
春
、
程
瑞
費
、
呉
錦
群
、
不
明
〈
抹
消
)
ご
と

に
民
園
ニ

O
年
(
一
九
三
一
年
〉
の
徴
牧
情
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
合

計
四
一
-
件
(
内
蕩
六
件
、
房
租
一
件
〉
、
面
積
九
八
七
・

O
七
九
畝
、

租
米
一

O
三
七
・
二
五
七
石
、
銀
二
三
・
二
二
元
、
分
布
は
英
豚
六
、

一
四
都
、
長
洲
豚
九
、
一
-
、
宇
一
九
都
、
元
和
鯨
九
、
上
-
七
、
宇

一
九
、
上
二

O
、
下
二

O
、
中
二

O
、
下
二
て
二
一
二
、
二
四
、
下
二

五
、
北
二
六
、
北
=
二
都
で
あ
る
。
主
資
敬
惜
曲
、
潜
堕
和
桟
、
越
守
成

桟
が
如
何
な
る
人
物
が
行
っ
た
租
桟
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

本
小
論
で
は
上
記
の
租
桟
の
簿
加
を
用
い
て
統
計
的
分
析
を
行
う

が
、
前
も
っ
て
一
つ
お
こ
と
わ
り
を
し
た
い
。
統
計
的
分
析
と
い
う
性

質
上
、
デ
ー
タ
ー
は
一
つ
の
数
値
と
し
て
で
て
く
る
。
こ
の
数
値
は
限

定
さ
れ
た
状
態
で
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
「
寅
数
」
で
は

な
い
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
一
つ
は
筆
者
側
が
原
因
で
あ

る
場
合
で
あ
る
。
簿
加
は
主
に
蘇
州
貌
腐
で
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

算
用
数
字
に
醐
特
記
す
る
際
に
生
ず
る
讃
み
閉
違
い
や
縛
記
ミ
ス
で
あ

る
。
ま
た
計
算
で
の
ミ
ス
も
起
る
。
こ
れ
ら
は
注
意
し
た
り
簿
加
史
料

に
慣
れ
る
こ
と
で
か
な
り
減
少
さ
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
皆
無
と
い
う

自
信
は
な
い
。
も
う
一
つ
は
史
料
の
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
簿
燭
史
料
の
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中
に
は
、
米
に
換
算
し
た
納
入
額
や
折
債
等
の
記
載
が
な
い
も
の
も
少

な
く
な
く
、
他
の
簿
加
の
数
値
を
用
い
た
り
、
類
推
し
た
り
す
る
推
計

と
い
う
手
段
で
以
て
こ
れ
ら
の
数
値
を
算
出
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
推
計

は
で
き
る
だ
け
総
合
的
に
、
か
つ
嘗
時
行
わ
れ
た
や
り
方
を
推
測
し
て

行
う
が
、
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
数
値
は
「
貫
教
」
に
近
似
し
て
は
い
る

が
、
異
な
る
場
合
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
簿
加
に
記
載
し
て
い
る
数

値
が
す
べ
て
正
確
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
誤
記
も
か
な
り
多
い
。
一

例
を

g.け
れ
ば
、

B
王
資
敬
桟
壁
鋭
、
友
|
五

O
佃
戸
周
賓
山
(
二
・

一
二
回
畝
、
二
-
一
二

O
石
、
完
米
一
斗
)
の
民
圏
一
一
一
一
年
の
納
租
が

ご
一
月
初
一
目
、
洋
一
一
・
三
九
二
元
、
折
債
六
・
四
元
、
合
米
一

石
七
斗
四
升
、
克
一
斗
、
限
災
一
斗
二
升
、
議
米
二
斗
四
升
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
折
債
・
譲
米
か
ら
考
え
て
合
米
一
石
七
斗
八
升
と
な
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
明
ら
か
に
誤
記
と
分
か
る
場
合
は
良
い
が
、

誤
記
か
否
か
確
め
よ
う
の
な
い
場
合
も
多
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
本
小

論
で
導
き
出
し
た
数
値
は
必
ず
し
も
「
寅
数
」
と
は
い
え
な
い
が
、
し

か
し
「
貧
数
」
と
そ
う
か
け
離
れ
な
い
近
似
値
で
あ
る
と
い
え
る
。

(

4

)

陶
照
『
租
販
』
重
租
論
(
鈴
木
智
夫
『
近
代
中
園
の
地
主
制
』
汲
古

書
院
、

一
九
七
七
年
。
な
お
『
租
殿
』
か
ら
の
引
用
は
本
書
に
基
づ

く)。

(

5

)

拙
稿
A
、
二
七
J
三
一
頁
。

(

6

)

『
租
殿
』
重
租
論
、
前
掲
書
七
二
頁
。

(

7

)

主
煩
隻
「
輿
鴻
景
亭
丈
」
『
母
自
歎
室
文
集
』
各
六
。

(
8
〉
同
治
減
租
の
際
、
一
畝
嘗
り
の
租
米
額
の
上
限
が
定
め
ら
れ
た
と
あ

る
が
、
そ
の
額
に
つ
い
て
は
-
石
二
斗
(
鴻
桂
芥
「
江
蘇
減
賦
記
」

『
願
キ
雀
嚢
』
径
四
、
光
緒
『
蘇
州
府
士
山
』
巻

二

一)
、
一
石
二
斗
一

升
(
光
緒
『
奥
江
豚
績
士
山
』
巻
八
〉
、
一
石
二
斗
二
升
(
光
緒
『
毘
新

雨
豚
績
修
合
志
』
巻
六
)
の
一
一
一
設
が
あ
る
。
九
租
桟
の
一
石
二
斗
を
超

え
る
-
五
七
件
の
内
弔
辞
を
み
る
と
、
一
石
二
斗
一
升
以
下
が
一

O
八
件

(
約
六
九
%
)
、
そ
の
う
ち
一
石
二
斗
一
升
ち
ょ
う
ど
が
六
四
件
、
一

石
二
斗
-
升
か
ら
-
石
二
斗
二
升
以
下
が
二
七
件
(
約
一
七
%
)
、
一

石
二
斗
二
升
を
超
え
る
も
の
が
二
二
件
(
約

一四
%
)
で
最
高
が
一
-

三
五
五
石
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
上
限
は
厳
守
さ
れ
た
と
は
い
え
な

い
が
、
一
際
目
安
と
し
て
は
一
石
二
斗
一
升
が
租
米
の
上
限
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

(

9

)

陶
照
の
減
租
論
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
智
夫
「
清
末
減
租
論
の
展
開
」

前
掲
書
所
枚
。

(
凶
)
前
掲
書
、
七
二
頁
。

(
孔
)
「
再
興
鴻
景
亭
丈
」
『
母
自
欺
室
文
集
』
を
六
。

(
ロ
)
乾
隆
『
烏
青
銀
士
山
』
径
二
。

(
日
)
銭
承
津
『
嘉
輿
豚
之
租
佃
制
度
』
(
中
園
地
政
研
究
所
叢
刊
、
民
園

二
十
年
代
中
園
大
陸
土
地
問
題
資
料
)
成
文
出
版
社
、
一
九
七
八
年
、

三
七
頁
。

(
M
)

「
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
蘇
州
近
傍
の
一
租
捜
と
そ
の
小
作
制

度
」
前
掲
書
、
一
六
一
二
J
一
六
四
頁
。

(
日
〉
「
明
清
時
期
江
南
的
地
租
率
和
地
息
率
」
『
中
園
祉
曾
経
済
史
研
究
』

一
九
八
六
|
三
。

(
凶
)
『
中
園
経
済
年
鑑
』
一
九
三
四
年
、

G

一
七
回
、
『
中
園
経
済
年

鑑
績
編
』
一
九
三
五
年
、

G
l
一
二
三
。

(
灯
〉
村
松
氏
は
、
前
掲
書
-
六
八
頁
の
第
三
園
に
、
「
費
恭
需
堂
便
査
」

と
「
駿
銃
使
査
」
と
の
「
名
目
租
石
数
」
と
「
貧
租
石
数
」
の
推
移
を
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グ
ラ
フ
に
示
し
、
「
そ
こ
に
は
名
目
租
石
教
の
引
き
下
げ
に
も
拘
ら

ず
、
寅
租
石
敷
が
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
作
料
算
定
の
基

準
が
、
上
昇
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
き
わ
め
て
明
瞭
に
示
さ
れ

る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
「
費
恭
害
問
堂
便
査
」
と
「
駿
貌
便
査
」
に
お

け
る
簿
崩
上
の
租
米
額
は
全
く
違
っ
た
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
単
純
に

比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
比
較
す
る
と
す
れ
ば
、
「
費
恭
室骨

堂
便
査
」
の
畝
数
と
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。

(
叩
日
〉
徐
永
安
筏
の
「
担
問
米
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

Bω
七
頁
、
参
照
。

〈
日
)
拙
稿
A
、
三
O
頁
。

(
初
)
貝
氏
租
桟
各
簿
加
の
衡
感
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
C
、
五
六
頁
園

一
参
照
。

(
幻
)
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
が
、
一
態
の
傾
向
を
み
る
た
め
に
I
彰
味

初
桟
の
簿
般
に
お
い
て
、
「
完
米
」
件
数
の
全
墜
に
占
め
る
割
合
、
租

米
額
に
占
め
る
割
合
、
一
畝
嘗
り
の
租
米
額
の
拙
炭
化
を
み
る
と
衣
の
よ

う
に
な
る
。
徐
-
慶
・
順
・
寄
(
墜
を
含
む
)
、
和
の
各
競
(
年
代
不

詳
〉
六
・
O
W
A
、
-
・
O
%
、
一
・
O
五
五
石
↓
一
・
O
四
四
石
。

「
催
甲
崩
」
(
民
園
八
年
頃
〉
-
七
・
O
%
、
二
・
九
%
、
一
・
O
四

O
石
↓
一
・
O
O
九
石
、
「
援
錆
下
街
」
(
民
園
二
ハ
年
)
二

0
・
九

%
、
三
・
九
%
、
一
・
O
一
一
一
石
↓

0
・
九
八
二
石
。
こ
こ
に
も
「
菟

米
」
の
増
加
傾
向
か
窺
わ
れ
る
。

(
詑
)
「
千
副
加
」
で
は
佃
戸
名
は
徐
耀
廷
、
「
徐
千
租
加
」
で
は
徐
耀
廷

郎
仲
俊
卿
、
「
租
朋
」
で
は
仲
俊
卿
と
佃
戸
が
交
代
し
て
い
る
が
、
一

度
輿
え
ら
れ
た
「
菟
米
」
は
後
の
佃
戸
に
も
受
け
縫
が
れ
た
と
思
わ
れ

る。

〈
お
〉
漸
西
の
情
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
太
卒
天
園
後
の
湖
西
に
お
け
る

客
民
の
問
題
に
つ
い
て
」
『
近
き
に
在
り
て
』
九
、
-
九
八
六
年
。

〈
山
台
拙
稿
「
太
卒
天
園
後
の
蘇
州
に
お
け
る
小
作
料
徴
枚
関
係
に
つ
い
て

ー
ー
ー
租
崩
史
料
の
分
析
を
遁
し
て

1
l」
『
土
地
制
度
史
皐
』
一
O

一
二
、
一
九
八
四
年
〈
以
下
拙
稿
D
1

(
お
〉
「
呉
下
現
談
」
『
申
報
』
光
緒
三
年
九
月
一
一
六
日
。

(
お
)
「
農
民
抗
租
風
潮
績
誌
」
同
前
〈
地
方
通
信
・
蘇
州
〉
一
九
一
七
年

一
-
月
二
一
日
。

(
幻
〉
拙
稿
D
、
二
九
、
三
O
頁
の
表
七
、
八
参
照
。
た
だ
表
八
の
光
緒
元

年
の
分
に
お
い
て
、
「
-
一
月
二
O
日
一
O
O
V
A
」
が
誤
っ
て
抜
け
落

ち
て
い
る
。

(
お
)
「
績
録
蘇
紳
公
呈
」
『
盆
開
録
』
一
O
一
鋭
、
光
緒
七
年
四
月
二
四

口
μ

。

(

m

u

)

陶
照
の
「
八
折
を
以
て
之
を
算
え
る
を
例
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の

「
良
佃
」
に
と
っ
て
の
「
虚
額
」
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
「
是
に
於
い
て
団
主
、
減
租
を
撃
言
し
、
虚
額
の
数
を

以
て
、
畝
に
其
の
三
斗
を
減
ず
。
故
に
向
に
一
石
二
斗
に
止
ま
り
て
増

無
き
者
、
今
、
亦
、
-
石
二
斗
な
り
」
(
前
掲
書
、
七
二
頁
〉
と
、
質

質
的
減
租
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
指
醐
押
し
て
い
る
が
、
本
小
論
で
み
た

如
く
蘇
州
で
は
「
虚
額
」
(
簿
加
上
の
租
米
額
)
を
基
準
と
し
て
「
寅

額
」
(
納
入
す
べ
き
租
米
額
)
が
算
定
さ
れ
て
お
り
、
「
虚
額
」
の
減

租
は
そ
の
ま
ま
「
寅
額
」
の
減
租
を
一意
味
し
、
陶
照
の
指
蕗
は
寅
態
と

合
わ
な
い
。
同
治
減
租
の
「
歎
騎
性
」
は
、
俸
統
的
な
減
賦
分
を
地

主
・
佃
戸
に
配
分
す
る
と
い
う
方
式
を
と
り
、
地
主
の
賞
質
的
取
り
分

を
減
少
さ
せ
な
い
ご
く
少
額
の
減
租
に
止
め
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を

「
喧
停
」
ハ
四
O
年
以
上
た
っ
た
民
閣
時
期
で
す
ら
滅
質
租
米
と
い
う
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言
葉
を
使
用
す
る
)
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
佃
戸
を
懐
柔
し
よ
う
と
し
た

こ
と
に
あ
る
(
拙
稿
A
参
照
〉
。

(
初
〉
納
租
情
況
は
簿
加
に
よ
っ
て
|
|
っ
き
つ
め
る
と
佃
戸
に
よ
っ
て

ー
ー
か
な
り
の
差
異
が
あ
り
、
一
租
桟
の
簿
加
の
納
租
情
況
を
以
て
即

ち
に
一
般
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
複
数
の
簿
加
を
比
較
・
封
照

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
ま
か
な
傾
向
は
讃
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お

各
租
桟
簿
加
か
ら
の
納
租
率

・
欠
租
率
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
紙

数
の
制
約
の
た
め
省
略
す
る
。

(
況
)
表
五
の
沈
恒
盟
桟
の
欠
租
率
は
拙
稿
A
、
二
五
頁
第
四
闘
の
も
の
と

異
な
る
。
こ
れ
は
算
定
方
法
の
違
い
に
よ
る
。
拙
稿
A
で
は
各
「
日
枚

簿
」
に
附
記
さ
れ
て
い
る
催
甲
管
領
田
地
の
納
入
情
況
よ
り
計
算
し
た

が
、
こ
こ
で
は
納
租
率
も
算
定
す
る
た
め
に
、
威
堕
九
年
租
加
と
封
照

可
能
な
厚
・
箆
・

徳

・
脱

・
盈
各
字
に
つ
い
て
日
牧
簿
か
ら
租
加
を
復

原
し
て
算
定
し
た
。
「
翠
字
坪
採
蓮
橋
租
加
」
の
微
妙
な
違
い
は
校
正

ミ
ス
に
よ
る
。

ハ
幻
〉
同
治
『
盛
湖
志
』
径
三
、
災
費。

(
出
)
光
絡
『
卒
堂
一
綴
士
山
』
巻
九
、
災
群。

(
引
品
)
徐
永
安
桟
養
義
の
納
租
情
況
か
ら
も
こ
の
こ
と
が
分
か
る
(
拙
稿
B

ω、
=
ニ
一
貝
表
九
参
照
〉
。

〈
お
〉
民
園
『
毘
新
雨
前
制
緩
修
合
士
山
』
巻

て

風
俗
。

(
お
〉
拙
稿
C
、
六

O
、
六
三
頁
。

(
幻
)
「
蘇
肇
雑
誌
」

『
申
報
』
光
絡
八
年
一

O
月
八
日
。

(
お
)
「
請
負
迫
租
」
同
前
光
絡
七
年
九
月
一
一
一
百
。

(
叩
却
〉
光
絡
二
九
年
分
の
「
日
牧
」
に
よ
る
と
、
折
債
毎
石
三
二

O
O文、

世
什
債
毎
元
八
九
O
文
で
、
表
九
の
貝
氏
租
桟
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

清
末
の
義
廷
の
牧
租
に
つ
い
て
は
、
目
黒
克
彦

「清
末
に
於
け
る
義
荘

設
置
の
盛
行
に
つ
い
て
」
『
集
刊
東
洋
用
干
』
二
七
、
一
九
七
二
年
。
山

名
弘
史

「
清
末
、
江
南
の
義
妊
に
つ
い
て
」

『
東
洋
率
報
』
六
二
l
一・

二
、
一
九
八

O
年
、
参
照。

(

ω

)

「
呉
胎
経
桟
装
鈴
」
で
は
佃
戸
の
出
入
が
か
な
り
頻
繁
で
、
必
ず
し

も
逮
捕
相
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
佃
戸
の
出
入
情
況
に
つ
い
て
は
、

村
松
裕
次

「
清
末
民
初
の
江
南
に
お
け
る
包
撹
関
係
の
賞
態
と
そ
の
決

算
報
告
1

1
蘇
州
奥
氏
舎
経
桟
『
報
鈴
各
競
備
査
』
加
の
研
究
」
前
掲

書
、
七

O
六
、
七

O
七
頁
第
六
表
及
び
拙
稿

「中
園
近
代
江
南
の
租
桟

の
催
甲
に
つ
い
て
」
『
史
流
』
二
九
、

一
九
八
八
年
、

二
ハ
、
-
七
頁

表
三
ハ
多
少
訂
正
が
必
要
だ
が
)
参
照
。

(
日
出
)
辛
亥
革
命
期
の
蘇
州
に
お
け
る
抗
租
と
地
主
の
針
庭
に
つ
い
て
は
、

小
島
淑
男
前
掲
二
論
文
及
び
「
清
末
民
園
初
期
江
南
の
農
民
運
動
」

『
歴
史
教
育
』

一
六
|
て
一
九
六
八
年
、

参
照
。

(
必
)
光
絡
三

O
年
の
欠
租
率
は
三
四
・
七
%
と
極
め
て
高
い
が
、
こ
れ
は

殆
ん
ど
納
入
の
記
載
の
な
い
催
甲
の
部
分
(
張
龍
生
・
丁
大
弟
・
願
調

卿
)
が
こ
の
年
だ
け
「
奥
胎
経
桟
装
鈴
」
に
入
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ

れ
を
除
い
て
計
算
す
れ
ば
欠
租
率
は
{
九
・
四
%
に
低
下
す
る
。

(
必
〉
「
奥
飴
経
桟
袋
鈎
」
宣
統
三
年
分
で
は
、
七

O
七
件
中
四
七

O
件
、

六
六

・
五
%
が
完
納
し
て
い
る
。
こ
の
貼
だ
け
み
る
と
清
末
の
他
の
年

よ
り
も
割
合
が
高
い
。
費
恭
書
桟

「
油
開
鴻
新
鋭
便
査
」
で
も
、
納
入
記

載
の
あ
る
好
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
一
六
件
中
二

O
九
件
(
六
六
・
一

%
)
と
一
一
一
分
の
こ
が
完
納
し
て
い
る
。

(
H
H

〉
「
奥
胎
経
桟
裟
鎗
」
で
は
七
成
・
六
成
・
五
成
で
あ
る
が
、
租
糧
併

牧
の
規
定
で
は
四
成

・
三
成
・
二
成
で
あ
る
。
奥
江
豚
の
費
恭
寄
桟
各

-94ー



簿
加
で
は
一
畝
に
附
租
米
額
が
八
角
か
ら
{
元
四
角
で
、
-
元
が
モ
ー

ド
と
な
っ
て
お
り
、
簿
加
上
の
租
米
額
の
約
二
五
%
が
こ
の
年
佃
戸
が

納
入
す
べ
き
租
米
額
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
必
〉
「
分
波
遁
租
委
員
」
『
申
報
』
〈
各
省
遁
信
・
蘇
州
通
信
〉
一
九
一
一
一

年
二
月
五
日
、
「
呉
豚
署
波
員
催
租
」
同
〈
地
方
通
信
・
蘇
州
〉
一
九

一
五
年
一
二
月
二
ハ
日
等
。

(
必
〉
例
え
ば
-
九
一
七
年
の
抗
租
暴
動
の
口
火
を
切
っ
た
油
淫
の
指
導
者
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同
前
〈
地
方

奥
徳
甫
が
庭
刑
さ
れ
て
い
る
(
「
閥
荒
案
犯
審
緋
情
形
」

遁
信
・
蘇
州
〉
{
九
一
八
年
一
月
一
日
〉
。

(
門
出
)
徐
永
安
桟
簿
加
に
は
徴
枚
額
の
異
な
る
二
種
類
の
簿
慣
が
あ
る
が
、

小
論
で
は
額
の
多
い
方
を
用
い
た
〈
拙
稿

Bω
、

ω参
照
〉
。

(
必
〉
「
己
巳
租
朋
」
(
一
橋
大
皐
誠
|
|
拙
稿
C
参
照
〉
で
は
、
民
園
一
八

年
の
納
租
率
五
一
・
六
%
、
欠
租
率
二
四
・
二
%
で
、
折
債
は
一
石
H
H

一
0
・
五
元
で
あ
る
。
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village folk resistedthe oppression and illegalactivitiesof the government

agents (the Sultan, Wall, Amir, and‘Amil, of al-murabitun and al-muwa-

hhidun), under the leadership of the Sufi Saints.From theseincidents we

are confirmed in belief,that there existed ａ new social order and social

change guided by the Sufi Saints,apart from the traditionalleadership.

ｎａ°ely,the leadership of the village and tribal Shaykh. Accordingly, the

twelfth century was ａ turning point for Islamic society,at least in the

Maghrib.

　　

CIRCUMSTANCES IN FARM RENT PAYMENTS IN

　　　　　

THE LATE QING AND EARLY PERIOD

　　　　　　　　　　

OF NATIONALIST CHINA

－Ａ StatisticalAnalysis of Rent Registersin Zuzhan租桟一

　　　　　　　　　　　　　　

Natsui Haruki

　　

Using farm rent registers in Zuzhan租桟ａs historical resources, this

essay tries to infer the amount of farm rent payments and the circum-

stances of those payments in modern Suzhou 蘇州in the following way.

　　

Although farm rent payments did not change as they appear in the

farm rent registers after the unified tax reduction in Ｔｏｎｇｚfiｔ（同治）5，

there were many cases of individual reductions, which suggest that there

was ａ trend toward lowering farm rent payments in reality, apart from

the farm rent registers. While one ｓhi石per one mu 畝of land was the

average, reductions were made depending on the ime of payment, agri-

cultural disasters, and so forth. Thus it became standard that in ａ good

year, tenants would pay about 90 percent, but in ａ poor year, they would

only be ｅχpected to pay 80 percent. Though generally tenants paying

rent late were ｅχpected to pay the full amount, towards the end of the

Qing there were many cases of reductions for late payers as well, and

records reveal ａ shift towards “nominal payments” for delinquent tenants.

　　

Due to rent resistance on the part of small tenant farmers in modern

Suzhou, the rent collection by Suzhou landlords became ｅχtremely difficult｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3－



At the end of the Qing, tenants paid 80 percent in good years,70 percent

in average years, but only 60 percentin bad ones. Around the time of the

Taiping Rebellion 太平天國and the Republican Revolution 辛亥革命, the

rate of farm rent collection was extremely low.
while the rate of de-

linquent rent payments was low at the beginning of Nationalist period,

the rate of rent payments did not improve in terms of the percentage of

the whole actually paid. In the latter half of the 192O's and afterwards,

landlords facedａ crisisin rent management as delinquent rents rapidly

rose

　

under the influence of agricultural panics and other disastrous

events.

JAPAN, BRITAIN, AND THE MARITIME CUSTOM

ADMINISTRATION DURING THE FOUNDING OF

　

THE GOVERNMENT OF NATIONALIST CHINA

　　　　　　　　　　　　

KUBO Toru

　　　

The administrative ideals concerning maritime custom matters in early

modern China indicate in condensed form the political circumstances。

both internal and ｅχternal,of that period. Despite the successive changes

in the Inspector General of Customs during the years 1927―1929, from

F. A. Aglen, to A. H. F. Edwardes, and finally to F. W. Maze, this remains

true without ｅχception. The foreign　powers' system of giving precedence

to an insured fund of money for the sake of the return of responsibilities

for maritime administration became, under heightening Chinese nation-

alism, a thing of the past, and in its stead, the feeling arose むｎthe Chinese

side that ａ Chinese maritime custom administration which respects Chinese

sovereignty in politics and economics must be advanced. F. A. Aglen and

A. H. F. Edwardes, who failed to appreciate this, resigned from their DO-

sition. This led to F. W. Maze, who well discerned the trends of his day,

becoming the Inspector General of Customs. Thus arose the Nationalist

Government, which, as the political force claiming to be able to effect these

changes in maritime customs administration, replaced the Peking Govern｡

ment. Thus the major powers, beginning withf Japan and Britain, who were

- ４－


